
●電線類

●特定の施設

〇電線管

※設備機材等

※機材の品質・性能証明

※現場代理人

※官公署への手続き

※監督職員事務所

【工事概要】

　２　建物概要

　３　工事科目

建物名称 
　工事科目

 　電灯設備

　 動力設備

　 受変電設備

　 雷保護設備

　 発電設備

　 構内情報通信網設備

　 構内交換設備

　 情報表示設備

　 映像・音響設備

　 拡声設備

　 誘導支援設備

　 テレビ共同受信設備

　 監視カメラ設備

　 駐車場管制設備

　 防犯・入退室管理設備

　 中央監視制御設備

●印をついたものを適用し、各一式とする。　　　

項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章

項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するものまたは、これらと同等のものとする。

　　　　項目及び特記事項は、●印をついたものを本工事に適用する。ただし、●印のない場合は、※印を適用する。

　２　特記事項

　１　一般事項

【特記事項】

　 医療関係設備

　　　　　　　　　※成形板の製造年等の確認　○Ｘ線解析法　　確認範囲

　　処理方法　　　　　　　　　※非飛散性アスベスト廃棄物の取扱いに関する技術指針」に従いあらかじめ

　　　　　　　　　　処理計画書を作成し、適切に解体処分等を行うこと。

○アスベスト成形板の処理等

　　施工調査　　　　　　　　　　アスベスト成形板の撤去に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項

　　　　　　　　　について行う。調査結果は図面により記録し監督職員に提出する。

　　　　　　　　　・アスベスト成形板使用部位の確認

　　　　　　　　　・アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

　　　　　　　　　・アスベスト成形板使用数量の確認

月報　※２部　○３部　　毎月末に〆め、翌月の５日までに提出する。

　　　　　　　　　・施工範囲等の確認

　 電力貯蔵設備
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○低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。

○低圧配電盤の配線用遮断器は取付け板組込形で埋込形とする。○その他
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○低圧配電盤に内部点検空間を設ける。（幅６００ｍｍ以上・高さ１，８００ｍｍ以上）

共
通
事
項建　物　名 構　　　造 階　　　数 延床面積（ｍ2 ） 備　　　考消 防 法 令 別 表 第 一

　ただし、標準仕様書に規定される製作図・試験成績書等は除く。

契約電力５００ｋＷ以上の場合も、第１種電気工事士による施工を行う。

構内につくることが　※できる　　○できない

※設置しない　　　　　○設置する　（○本工事　　○別途）

下記の図書を監督職員事務所に備え付ける。

　・公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)　　・公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)

　・電気設備工事監理指針　　　　　　　　　　　・電気設備工事施工チェックシート

　本工事の施工に当たっては、請負契約書第１０条に規定する現場代理人は、主任技術者又は監

　　　　　　　　　　　　　　○ＰＣＢ使用機器　　○ＳＦ６ガス使用機器　　○

　　　　　　　　　　　　　○特別管理産業廃棄物

　　　　　　　　　　　　　○再生資源利用を図るもの【　　　　　　　　　　　　　　　　】

　　　　　　　　　　　　　○引き渡しを要するもの　【　　　　　　　　　　　　　　　　】○建設副産物の処理

　現場説明書による。

１）｢建設発生土処理計画書」及び「廃棄物処理計画書｣を監督職員に提出する。

２）関係法令等に従い、適正に廃棄物等を処理し、｢建設発生土処理計画書」及び「廃棄物処理

右記のほか、

右記のほか、
　現場説明書による。

本工事に必要な工事用電力・水などの費用は、引き渡し時まですべて受注者の負担とする。

官公署等への手続きは速やかに行い、それに要する費用は、すべて受注者の負担とする。

別契約の関係者・受注者が定置したものは、無償で使用できる。

理技術者と同様、受注者との直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任する。

　報告書｣により監督職員に報告する。

　建設発生土の処理

　備え付ける図書

○付属品等

○本工事　　　○別途工事　　　○既設○基礎

　　盤内に予備限流ヒューズを収納する。

○警報盤による代表監視　　　　○中央監視制御装置による監視○監視方式

１）変圧器（スコット結線変圧器、モールド変圧器でＨ絶縁材料を使用するもの、一次電圧が

　低圧または特別高圧のものを除く。）は、グリーン購入法による特定調達品目の判断基準を

　満たすものとする。

２）ダイヤル温度計は、最高温度指針付とする。

○変圧器の規格　[グ]

○工事範囲

高圧　　　　三相３線式　６ｋＶ

低圧　　　　○三相３線式２００Ｖ　　　　○単相３線式１００Ｖ／２００Ｖ

　　　　　　○三相３線式　　　Ｖ　　　　○三相４線式　　　Ｖ／　　　Ｖ

○電気方式

○配電盤形式 ○屋内キュービクル式配電盤　　　○屋外キュービクル式配電盤　　　○開放形配電盤

○コンデンサ盤○変圧器盤 ○系統連系保護制御盤

○低圧スイッチギア（○　ＣＸ形　　○　ＣＳ形　　○　ＣＷ形　　○　ＦＷ形）

○高圧スイッチギア（○　ＣＸ形　　○　ＣＷ形　　○　ＰＷ形　）
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○Ⅰ　　　○Ⅱ　　　○Ⅲ　　　○Ⅳ

○Ａ型接地極（○板状接地極　　○垂直接地極　　○放射状接地極）

○Ｂ型接地極（○環状接地極　　○網状接地極）　

○工事範囲

○保護レベル

○受雷部システム

○接地システム

雷
 
保
 
護
 
設
 
備

三相可変性電動機用インバータ装置の規約効率は、次表の値以上とする。

　　備考）１）電動機の供給電圧は１００Ｖ又は２００Ｖとする。

　　　　　２）インバータ効率は、１００％負荷時の値とする。

1 1 1 5 1 8 . 5 2 2 3 0 3 7 4 5

0 . 4 0 . 7 5 1 . 5 2 . 2 3 . 7 5 . 5 7 . 5 電 動 機 出 力 （ k W  ）

 ｲ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ ﾀ 効 率 （ %  ）

 ｲ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ ﾀ 効 率 （ %  ）

 電 動 機 出 力 （ k W  ）

　規約効率

○インバータ装置の

8 6 . 0 8 8 . 5 9 2 . 0 9 3 . 0 9 4 . 0 9 4 . 0 9 4 . 5

94.5 9 5 . 0 9 5 . 5 9 5 . 5 9 5 . 5 9 5 . 5 9 5 . 5

停止させる。

　自動火災報知設備の受信機、連動制御器及びガス漏れ火災警報受信機と連動して、空調機を○インターロック
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●工事範囲

　取り外した上再使用する機器は、清掃し絶縁抵抗測定の上取付ける。なお照明器具等の見え

掛かり部分は、洗剤を使用するなどして、十分に清掃する。

１）既存のコンクリート床・壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッター

　を使用する。

２）復旧はモルタル補修までとする。

　　下記の機器内配線及びケーブルには、ＥＭ電線及びＥＭケーブルを使用する。

　　ただし、高圧主回路配線はこの限りでない。

　○キュービクル式配電盤　　　○直流電源装置

　○交流無停電電源装置（ＵＰＳ）（簡易型を除く）

　　多重伝送制御システムの設定は、監督職員の指示による。システム設定器を附属させる。○多重伝送制御システム

　標準図において、防雨形または防湿形の器具本体の材質に、ＳＵＳを含む複数の材料が適用

されている場合は、ＳＵＳを適用する。

○ＲＰ又はＭＰ形照明

○非常用照明の形式 ○電池内蔵形　　　　○電池別置形

　器具

する。

安定器等の種類 電圧(Ｖ)

　ＬＥＤ照明器具の定格消費電力等の規定が標準図とＪＩＬで異なる場合、ＪＩＬの規定を適用

器　具　の　種　類

上記以外

幹線　　　○三相３線式　　２００Ｖ　　　　○

分岐　　　○三相３線式　　２００Ｖ　　　　○

○電気方式

○制御盤 １）単位装置の電流計は負荷端子の手前に接続する。（インバータ回路を除く）

２）制御回路に用いる変圧器は絶縁変圧器とする。

３）インバータ発熱対策用冷却装置を扉面に取り付けた場合、開扉時に冷却装置を休止させる。

端子盤部に　○通気口　○冷却ファン　を設ける

実施 ○する　　　○しない

○照明用ポール

○一般照明の照度測定

○警報盤による代表監視　　○中央監視制御装置による監視○監視方法

アンカーボルト

接　続 電動機への接続は、本工事とする。

盤その他機器類について図示した寸法は、約寸法とする。

水平高低調整式（空転防止リング付、ＯＡフロアー部分を除く）とする。

その他

和　室

　分電盤の予備の配線用遮断器が４個以下の場合（25）を１本、５個以上の場合（25）を２本

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分

　建築基準法施行令第８７条に定めるところによる風圧力（耐風力）検討（計算）書を監督職

員に提出する。なお、検討（計算）範囲には、それぞれの取付部分を含めるものとする。

　○受雷部システム及び引下げ導線システム　　　　　○太陽光発電装置　　○風力発電装置

　○テレビ共同受信用アンテナ及びアンテナマスト　　○

１）特記なきものは、ＥＭ－ＩＥとする。

　　まない材料で構成されたものとし、次の記号及び仕様による。

２）ＥＭ電線、ＥＭケーブルで標準仕様書に規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含

ＪＣＳ４５０２（６００Ｖアクセスフロア用耐燃性ポリエ

チレンシースケーブル）による６００Ｖアクセスフロア用

ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル（

ＥＭ－ＥＥ）及び６００Ｖアクセスフロア用架橋ポリエチ

レン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル（ＥＭ－ＣＥ）

ＪＣＳ４２７１に準じ、絶縁材及びシースにＪＣＳ規格に

よるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＥＭ－ＭＥＥＳ

ＥＭ－アクセスフロア

を示す。

３）長さ１ｍ以上の通線を行わない配管には、導入線（樹脂被覆鉄線等）を挿入する。

員の承諾を受けて変更することができる。

　分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は監督職

最上階の埋込配管

を原則とする。

　最上階のスラブでモルタル防水及び樹脂防水の場合、埋込配管は避けるの

　　は、厚鋼電線管とする。

１）雨線外及び湿気の多い場所または水気のある場所に使用する露出電線管

○ねじなし電線管

　　　　　　分電盤等の2次側で第1ボックスまでは(※鋼製電線管○ＰＦ管)

　　　　　　とする。

電　 線　 管

２）スラブ厚の１／４を越える外径の配管及び（ＰＦ２２）又は（Ｅ３１）

　　相当を越えるものは、コンクリート埋設配管を行わない。

○機器

　・ベース

○予備配管

○風圧力に対する性能

○風圧力（耐風力）

○あと施工アンカー

　　　試験方法　引張試験機による引張試験とし、国土交通省大臣官房官庁営繕部の公共建築

　　　確認強度　監督職員との協議による。

幹線　　　●単相３線式　　１００Ｖ/２００Ｖ　　　○直流２線式　１００Ｖ

分岐　　　●単相２線式　　●１００Ｖ　　　○２００Ｖ

　　　　　○直流２線式　　　１００Ｖ

○照明制御装置　〔グ〕

●電気方式

評価

○照明制御による効果の 社団法人日本照明器具工業会技術資料130「照明制御装置による消費電力削減効果の評価手法」
により、消費電力削減効果の評価を行い監督職員に提出する。

耐 震 安 全 性 の 分 類

○ 甲 　 ○ 乙

○ 甲 　 ○ 乙

○ 甲 　 ○ 乙

○ 甲 　 ○ 乙

※建設副産物の処理及び

※工事関係書類

※履行報告

※工事写真

下記の露出配管は塗装（指定色塗装）を行う。

寸　法

○砲金製　　○アルミ合金製

　屋外・多湿室等　（○溶融亜鉛メッキ　　　○ＳＵＳ）

突針支持管　　　○鋼製　　　○ステンレス製

※電気工事士

※工事用電力・水その他

※工事用仮設物

※足場・作業構台

※監督職員事務所に

　Ｖｏ（○３０　○３２　○３４）　　地表面粗度区分（○Ⅰ　○Ⅱ　○Ⅲ　○Ⅳ）
○開閉器を設ける(○配線用遮断器○カットアウトスイッチ)　　○開閉器を設けない

○ＰＦ管　　ただし、露出部分は鋼製電線管とする。

○樹脂製　　　○金属製（○新金属製　○ステンレス製）

４）インバータ発熱対策用冷却装置の故障を盤面に表示（○させる　○させない）

○盤内照明器具はＬＥＤとする。

施工後確認試験　○行う　○行わない　

○建設発生土処分

詳細は現場説明書「Ⅱ特記事項　14 建設副産物の取扱い　2 )再生資源利用(促進)計画・　

実施書について」による。

再生資源利用（促進）計画・実施書の提出

　　　　　　　　　　　　　○構外指定地に搬出処理　　※(一財)城陽山砂利採取地整備公社

　使用する機材が、（一社）公共建築協会発行の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設

備機材等評価名簿（最新版）」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第１編第１章

できる。

樹脂管で配管する場合は、合成樹脂製ボックスを使用する。

天井内まで立上げる。ケーブルラックの床の防火貫通部に（51）を１本以上立上げる。

　　照明制御装置の各センサー設定は、監督職員と協議する。センサー設定器を附属させる。

○ＬＥＤ制御装置の種類 　ＬＥＤ制御装置・電圧は、標準図及びＪＩＬ５００４－２０１５「公共施設用照明器具」に指

定のあるもの、図面特記があるものを除き下記による。

ＬＥＤ灯 調光信号線が接続された器具

（個別通信制御を除く）

ＬＸ又はＬＺ

ＬＮ又はＬＪ

○配管　　　○配線　　　○機器取付

○配管　　　○配線　　　○機器取付

○換気扇を設ける場合は回転センサ付とする。（盤面警報ランプ共）

　　　　　　　　工確認試験」による。

　　　　　　　　　　　　　○構外搬出適切処理

　　　　　　　　　　　　　○構内指示場所に敷き均し

（運搬及び処分費は　○本工事　　○別途）

○屋外（○屋上を除く）　○屋内居室　○屋内ＰＳ･ＥＰＳ　○屋内機械室　○

※付属品及び予備品

※著作権等

委譲するものとする。

　当該建物において取得する、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に

設  置  場  所

上層階、屋上及び塔屋

中　　　 間 　　　階

１ 階 及 び 地 下 階

設  置  場  所
水　　槽

○特定の施設

水　　槽

○一般の施設

上層階、屋上及び塔屋

中　　　 間 　　　階

１ 階 及 び 地 下 階

２）下記の設計用水平震度（ＫＨ）により、機器製作固定を行う。

2 .0 1 .5

1 .5 1 .0

1 .5 1 .0

３）デジタルカメラで撮影可とする。

部　数大きさ名　　　称

○完成図

○完成図

○施工図

○機器完成図等

金文字製本

○背貼り製本（　　版）　 ○Ａ４ファイル止め

○背貼り製本（　　版）　 ○Ａ４ファイル止め

保守指導案内書（機器取説書を含む）

機器性能試験成績書・保証書・施工の試験成績書

○諸官庁提出書類 副　　本

○原図

○完成写真 アルバム綴り

機器製作図　　　　　　　　　　　　ファイル止め

Ａ４版

Ａ４版

１　部

２  部

２  部

２　部

１  式

１  部

内　　　　　　容

電子納品については、現場説明書による。

２  部

 2 .0 (2 .0 )

 1 .5 (1 .5 )

 1 .0 (1 .0 )

 1 .5 (2 .0 )

 1 .0 (1 .5 )

 0 .6 (1 .0 )

 1 .5 (2 .0 )

 1 .0 (1 .5 )

 0 .6 (1 .0 )

 1 .0 (1 .5 )

 0 .6 (1 .0 )

 0 .4 (0 .6 )

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

一

般

事

項

２）工事完成時、整理の上、１部提出する。

　　　　○電算用電源　　○中央監視装置　　　○ＵＰＳ装置　　　　○自動火災報知装置

　　　　○配電盤　　　　○直流電源装置　　　○自家発電装置　　　○交換機

注４　設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１／２とする。

注５　上層階の定義は、６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上階２階。

注６　重要機器（水槽類）は、下記による。（水槽類にはオイルタンク等を含む。）

※完成図書

完成図

１）設備機器の固定は、国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修の

注２　屋外に設置する機器は、建物の耐震安全性の分類に準じる。ただし、敷地内に甲類の建物

注１　耐震安全性の分類が甲類の建物は特定の施設、乙類の建物は一般の施設を適用する。

○一般の施設

注３　（　　）内の数値は、防震支持の機器の場合に適用する。

　　　と乙類の建物が混在する場合は、特定の施設を適用する。

　「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」による。

　　による。

　 火災報知設備

１）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢工事写真撮影ガイドブック電気設備工事編(最新版)｣

　・建築設備耐震設計施工指針　　　　　　　　　・工事写真撮影ガイドブック電気設備工事

　・公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)　編(最新版)

第４節１．４．２（２）の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省略することが

　 電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書 ー １

　 　 　 　   　 　 　 < h t t p : / / w w w . c i t y . u j i . k y o t o . j p >◆宇治市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ参照

　その他　　　　　（○一般品　　　○ＳＵＳ　　　　○　　　　　　）

標準仕様書によるほか、別表による。

　 構内通信線路

　 構内配電線路

　 撤去工事

　 電波障害調査

建築工事関係書類◆一覧表により提出。

アンカーボルト、全ネジ及びナットは、下記による。

○ＳＵＳ　　　　○鋼板製屋内外の盤類・開閉器箱

屋内外のプルボックス

　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　１　工事場所：宇治市五ヶ庄池ノ浦３６番地の１

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

〇フロアコンセント 〇引出し形　　○飛び出し形　　○内部固定形　　○外部固定形　　○ＯＡフロアー用

旧館棟

○

●

●

〇電線本数、管路等

〇ボックス

〇フラッシュプレート

〇フロアプレート
○樹脂製　　　〇金属製（〇新金属製　○ステンレス製）

〇機器内配線等

　〇分電盤　　　○ＯＡ盤　　　○実験盤　　　○開閉器箱　　　○制御盤

〇はつり

〇再使用機器

〇その他

〇ＳＵＳ　　　　○鋼板製

〇ＬＥＤ照明器具の規格

〇分電盤等

●工事範囲

●

●

設　計 課　長 係　長 係 図　番縮　尺

A3

A2

工事名 図　名山 崎 設 計
一級建築士事務所京都府知事登録(01A)第02439号
一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也
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電気設備工事特記仕様書-1
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　　１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（電気設備

　　　　工事編）令和７年版」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）令和７年版」

　　　　（以下、「標準図」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版」による。

　　２）工事種目に機械設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面及び標準仕様書による。

　　　　　　　　改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和７年版）「８．１２．７ 施

東宇治中学校旧館棟解体工事

●耐震施工

●

○

●

●

●配管撤去　　●配線撤去　　●機器撤去

●配管撤去　　●配線撤去　　●機器撤去

回路電圧による

回路電圧による

２）特記なき場合、分岐に用いる２極の配線用遮断器及び漏電遮断器は１極サイズのものとする。

　による。

１）本工事の分電盤、ＯＡ盤、実験盤で、分岐に用いる配線用遮断器及び漏電遮断器の寸法は、

　ＪＩＳ Ｃ ８２０１-２-１「回路遮断器」、同付属書ＪＣ「電灯分電盤用協約形回路遮断器」、

　ＪＩＳ Ｃ ８２０１-２-２「漏電遮断器」、同付属書ＪＣ「電灯分電盤用協約形漏電遮断器」、

３）ＳＰＤ分離器（配線用遮断機）は（○警報接点付　○警報接点無）とする。

４）ＳＰＤ分離器は、監督職員の承諾を受けて、ＳＰＤ内蔵とすることができる。
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　電気設備工事特記仕様書ー２

●自動火災報知装置

○アナログ伝送方式　　　　○ネットワーク伝送方式　　　　○デジタル同軸伝送方式

○通話機能

　　　　　　　から３００ｍｍ以上とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　から３００ｍｍ以上とする。

○１窓　○３窓　○５窓　○　　

○光警報装置

○有線式　　○無線式

　測定チャンネルは、監督職員と協議する。

○電界強度測定 　電界強度及び画質は、最上階が打上がったときに、アンテナ取付予定位置、またその周辺で測

定し、その測定記録を監督職員に速やかに提出すること。

テ
レ
ビ
共
同
受
信
設
備

○受付呼出し装置　　○誘導音

○圧力配管用炭素綱鋼管（溶融亜鉛メッキ仕上げ）

○一般構造用炭素綱鋼管（溶融亜鉛メッキ仕上げ）

○アンテナマスト ○壁面取付形　　○自立形

○配管用ステンレス鋼鋼管

●工事範囲

○ＵＨＦ用　　　○ＢＳ用　　　  ○ＣＳ用　　　○アンテナ

○ＡＭ用　　　　○ＦＭ用　　　　○ＣＡＴＶ

呼出しボタン
○壁付ボタン(プルスイッチの長さは０.２ｍ以上とする)

○壁付握りボタン(握りボタンの長さは１.２ｍ以上とする)

○トイレ等呼出し装置

パワーコンディショナ出力 　　　相　　　線式　　　Ｖ　　　　　ｋＷ以上

　装とする。

○外灯ポールの材質が鋼製（ＳＰＣ）の場合で特記がない場合は溶融亜鉛メッキとし、指定色塗

　　　　　　　　　　電柱　　　　○遠心力プレストレストコンクリートポール

蓋の文字　　○蓋の用途表示は通信とする。　　　　　　○

構造・寸法　○標準図による　　　　　　　　　　　　　○図示による。　

ハンドホールにおいてもケーブル支持材を設ける。

ケーブルが直接接触しない場合の金物は、接地を省略してもよい。

　　　　　　　　　　○管路式　　○波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ）
構
 
内
 
通
 
信
 
線
 
路

○ふ設方式

　　　　　　　　　　　　　　　　○ポリエチレン被覆管（ＰＬＰ）

　　　　　　　　　　　　　　　　○

○架空線

○マンホール及び

　ハンドホール

　　　　　　　　　　埋設深さ　　特記なきものはＧＬ(舗装がある場合は、舗装（表層）下面)

○防滴　　　○防湿

○機器収容箱　　　　　　　　　　○消火栓一体形　　　○単独形

　　　　　　　　　　○発信機と連動（総合盤に始動表示灯を設ける。）

　　　　　　　　　　○消火栓箱内押ボタン○消火ポンプ始動

　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　○単独　　　○自火報受信機と一体

　　　　　　　　　　　　　回線　【予備電源（蓄電池）内蔵】○連動制御器

　　　　　　　　　　○配管　　　　○配線　　　○機器取付○工事範囲○自動閉鎖装置

ランプ及びヒューズの予備品は、２０％とする。受変電設備・盤

○工具箱（ドライバー、モンキーレンチ、組スパナー、ハンマー）

○イージーキャビネット　　　　　　　箱　　　○キーボックス　　　○テスター　　　○マンホールフック

○工事前　○工事中　○完成後

　　　　箇所

○測定のみ　　　○対策工事実施設計書作成まで

基礎　　○本工事　　○別途工事

　高圧ケーブルは､受変電設備までの配線経路中、１ヶ所以上で３ｍ余長をとる。

蓋の文字　　○蓋の用途表示は電力とする。　　　　　　○

構造・寸法　○標準図による　　　　　　　　　　　　　○図示による。　

　　　　　　　　　　電柱　　　　○遠心力プレストレストコンクリートポール

　　　　　　　　　　○管路式　　○波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ）

形式　　　　　　　　○引外し装置付き（ＳＯＧ形）　　○引外し装置なし　　○避雷器内蔵　　　

構
　
　
　
　
内
　
　
　
　
配
　
　
　
　
電
　
　
　
　
線
　
　
　
　
路

高圧　　　　　　　　　　○三相３線式　　　　　　　 ６ｋＶ

低圧

　　　　　　　　　　○単２線式　　　（○１００Ｖ　　○２００Ｖ）

○ふ設方式 ○地中線

　　　　　　　　　　　　　　　　○ポリエチレン被覆管（ＰＬＰ）

　　　　　　　　　　　　　　　　○

○架空線

○区分開閉器 ○高圧負荷開閉器　　７．２ｋＶ　　３００Ａ

○マンホール及び

　ハンドホール

ハンドホールにおいてもケーブル支持材を設ける。

ケーブルが直接接触しない場合の金物は、接地を省略してもよい。

○碍子、高圧ケーブル ○一般用　　　○耐塩用　　　○重耐塩用

　端末処理

○屋外形　　　○耐塩形○避雷器

○装柱材 ○一般用　　　○耐塩形

○外灯

　　　　　　　　　　埋設深さ　　特記なきものはＧＬ(舗装がある場合は、舗装下面)

○電気方式

　　　　　　　　　　○三相３線式　　　　　　 ２００Ｖ　　　　○

　　　　　　　　　　○単相３線式　　　１００/２００Ｖ

○余長

用途　　　　　　　　○架空引込用　　　　○地中引込用

構造　　　　　　　　○耐中塩じん用　　　○耐重塩じん用

　　　　　　　　　　○制御電源用変圧器内蔵

○オプション等の試験は、監督職員の指示による。○その他

○鋼製　　　○ステンレス製

　　　　　　　　　　○都市ガス（１３Ａ）　○液化石油ガス

　　　　　　　　　　○非常電源（蓄電池）　　　○自動火災報知設備と兼用

○

特記なきものは　　　○ＳＣ６Ｈｉ－１Ｖ３－Ｍ　　○

　　　　　　○全館放送用（○一般放送　○非常放送）用途

特記なきものは　　　○ＳＷＡ３３－ＧＰＢ２　　○

○本工事　　　　○別途工事

○有　　　　○無

○警報盤による代表監視　　  ○中央監視盤による監視

現地負荷試験　　○行う　　　　　　　　　○行わない

○親機に子機カメラ角度調整機能（上下）を設ける。

　　　　　　　　　　○単独形　○自火報受信機と一体

○ガスの種類

受信機に諸警報表示窓（　　窓）を設ける。○諸警報表示

制
御
設
備

中
央
監
視

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付○工事範囲

○警報盤　　　○監視制御装置○監視方式

○

○伝送方式

駐
車
場

管
制
設
備

防
犯
・
入
退
室

管
理
設
備

○機械警備用配管

○ループコイル方式　　　　　　○光線方式○車両検出方式

○配管　　　　　○配線　　　　○機器取付○工事範囲

●工事範囲発
　
　
　
　
　
電
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

通
信
網
設
備

構
内
情
報

構
内
交
換
設
備

情
報
表
示
設
備

映
像
音
響

設
備

拡

声

設

備

誘

導

支

援

設

備

○外部移報

○配管　　○配線　　○機器取付○工事範囲

○マルチサイン装置　　　○出退表示設備　　　○時刻表示設備○工事種類

○形式 ○電子交換機　　○ボタン電話装置

○保安器用接地

○工事範囲

○テレビインターホン

○電話式　　　○相互式○インターホン

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付○工事範囲

　

○音声誘導装置　検出方式　（○磁気式　　○無線式　　○画像認識）○工事内容

○自動放送はアッテネーターを経由した回路とする。

○ローカル放送用○増幅器

●工事範囲

○金属管配線　　○ケーブル配線　　○合成樹脂管配線○施工方法

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付○工事範囲

○子時計

○プログラムタイマ（○カード式　　　○キー式　　　○　　　　　　　　　　　）

○ＣＲ　-Ｐ　Ｍ　　○ＣＷ　-Ｐ　Ｍ○親時計及び付属装置

○単相２線式○単相３線式○三相３線式出力電気方式

○２００Ｖ○１００Ｖ交流出力電圧

逆潮流 ○有　　　　※無

冷却方式　　　　○ラジエーター式　　　　○水槽循環式

種類　　　　　　○重油　　　○軽油　　　○灯油　　　○ガス（　　　　　）

○燃料小出槽　　　　　㍑

系統連系 ○受動　　　○能動

　　　　ｍ２以下（長辺　　ｍｘ短辺　　ｍ）

公称最大出力　　　　ｋＷ以上

設置可能建築面積

アレイ太陽電池○太陽光発電装置

○監視方式

○主燃料槽　　　　　　㍑

○燃料

調
　
査

電
波
障
害

○測定時期

○測定箇所

○測定内容 受信可能な全チャンネルとし、結果報告書を提出する。

○調査範囲監
視
カ
メ
ラ

○画像
設
備

医
療
関
係
設
備

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付○工事範囲

キャビネット○非接地電源用分電盤

○カラー　　　　○白黒

○配管　　　　　○配線　　　　　○機器取付○工事範囲

　　　　　　　　　　○防火戸用【ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下電磁式またはラッチ式】

　　　　　　　　　　○　　形　　　　級　　　　回線

○受信機

　　　　　　　　　　○配管　　　　○配線　　　○機器取付○工事範囲○ガス漏れ火災警報装置

○電源装置

　　　　　　　　　　ＤＣ２４Ｖ○電気方式

○工事範囲

　　　　　　　　　　○防火シャッター用

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　遠方復帰機構（電動式）ＤＣ２４Ｖ　０．７Ａ以下】

　　　　　　　　　　　　【別途工事　　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下】

　　　　　　　　　　　　【別途工事　 瞬時通電式又は電動式　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下

　　　　　　　　　　○防煙ダンパ用

○自動閉鎖装置

　　　　　　　　　　○盤面に消火ポンプ運転表示灯を設ける。

　　　　　　　　　　○副受信機　　　　　窓

　　　　　　　　　　　　○単独形　　○複合形

　　　　　　　　　　　　○壁掛形　　○自立形

○受信機

呼出押ボタン

○ナースコール装置 トイレ及び浴室等の

章 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　目

電
力
貯
蔵
設
備

種　　別　　　　○ガスタービン　　　　　○ディーゼル機関　　○ガスエンジン

　　　　　　　　○マイクロガスタービン　○燃料電池　　　　　○コージェネレーション

始動方式　　　　○電気式　　　　　　　　○空気式

定格出力　　　　　　　　ｋＷ（　　　ＰＳ）以上

○１０時間（乙）　　　○７２時間（甲）　　　○

電気方式　　　　三相３線式

○原動機

定格出力　　　　　　　　ｋＶＡ以上　　　　　　力率　０．８

電　　圧　　　　○２１０Ｖ　　　○６．６ｋＶ　　　○４１５Ｖ

○発電機

○連続運転可能時間

○オープン形　　○簡易形　　○キュービクル○形式

○配管　　○配線　　○機器取付○工事範囲

○工事範囲

○直流電源装置

○交流無停電電源装置

○配管　　○配線　　○機器取付

用途　　　○建築基準法用　　　○消防法用　　　○受変電設備専用

　　　（ＵＰＳ）

その他　　○過放電防止保護装置（直流不足電圧継電器）の設定電圧は、９０Ｖとする。

用途　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

方式　　　○一般形　　　　　　○簡易形

章 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　目章 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　目

火
　
　
　
災
　
　
　
報
　
　
　
知
　
　
　
設
　
　
　
備

工事完成に際しては，各種試験，検査に合格の責任を持つ。

例　　盤・ケ－ブルラック・ケ－ブルダクト等

尚、電気主任技術者の立会費用は本工事に含む。

電
力
共
通

動
　
　
力

電
　
　
灯

拡
声、

時
計

電
　
　
話

(mm)

引込開閉器

壁掛型制御盤

手元開閉器

操作スイッチ

分電盤

スイッチ

（台上）

（土間）

コンセント

ブラケット （一般）

（踊場）

（鏡上）

（一般）

（一般）

端子盤

保安器函

壁掛スピーカー

アッテネーター

壁掛型親時計

子時計

壁掛インターホン

（和室）

（身障者便所）

（身障者）

壁付位置ボックス

（和室）

壁付位置ボックス

機器収納函

直列ユニット

（和室）

床上～中心

台上～中心

鏡上端～中心

天井下～上端

床上～中心

天井下～上端

床上～中心

天井下～上端

天井下～上端

床上～中心

床上～中心

床上～中心

地上～上端

床上～中心

床上～上端

床上～上端

床上～上端

取引用計器

取付高 取付高測点名称測点名称

（和室）

  ２００

１,３００

１,９００

  ２００

１,５００

１,１００

  ３００

  １５０

  ２００

  ３００

  １５０

（ｍｍ）

  ２００

  ３００

  １５０

２,０００

１,８００

１,９００

１,５００

１,３００

１,９００

１,３００

  ９００

  ３００

  １５０

  ３００

１,３００

２,１００

２,５００

  １５０

テ
レ
ビ
共
聴

その他

機器取付高さ　(参考寸法の為、盤の寸法・取付位置は監督員と協議する。)

床上～上端 １,９００

検査及び試験を行うべき機材等は標準仕様書による他下記の項目とする。

試験・検査一覧

イ
ン
ター

ホ
ン

別表　　付属品・予備品

●工事着手に際し、事前に必要な機器（照明機器、空調機器、放送設備等）の機能確認を行い、確認結果報告書を提出する。

●着工前・工事完成後、空調機器の機能・調整確認を行い、確認結果報告書を提出する。

●着工前・工事完成後、放送機器の機能・調整確認を行い、確認結果報告書を提出する。

●試験機器類の校正記録を提出する。

●停電工事の必要な時は、当該高圧受電設備の電気主任技術者と協議し、打合せ記録を提出する。

●工事に係る申請手続き費、消防設備竣工検査費、高圧電気設備検査等の竣工に必要な費用は本工事に含む。

●整備不良の電動工具等持ち込まない。

●構外搬出適切産廃処分とする（電線、電線管、器具、管球等報告書を提出する）。

●交通誘導員は大型機器搬入時及び監督職員が必要と指示した時は、安全確保のため交通誘導員を２名以上配置する。

●カラーコーン、コーンウェイト、コーンバーにて囲いながら掘削する。

○金属管配線　　○ケーブル配線　　○合成樹脂管配線○施工方法

〇非常警報装置 〇　　　　　　　　　○配管　　　　○配線　　　〇機器取付

〇工事着工前に既設照明器具で床面照度を測定し、完成後の照度と比較する。（照度測定箇所は監督員の指示する箇所とする。）

●工事範囲

電気設備工事特記仕様書-2
Ｅ－ 02東宇治中学校旧館棟解体工事

●配管撤去　　●配線撤去　　●機器撤去

●配管撤去　　●配線撤去　　●機器撤去

●配管撤去　　●配線撤去　　●機器撤去●工事範囲

●工事種類

●防犯装置　　　○入退室管理制御装置

　　　　　　　　　　●配管撤去　　●配線撤去　　●機器撤去

●配管撤去　　●配線撤去　　●機器撤去●工事範囲

○受変電機器●動力盤及び電灯盤○耐圧試験○絶縁抵抗測定○接地抵抗測定●機器機能試験●その他監督職員の指示するもの

○後施工アンカ－の施工確認試験（引張試験機による引張試験）は、１日の施工本数の３％以上かつ３本以上とする。

○分電盤等の端子接続部施工管理手順は、電気設備工事監理指針（令和元年度版）の資料５（Ｐ１１２７）に基づき施工する。

○鉄筋コンクリ－トをダイヤドリル等で貫通する時は、鉄筋探査機で開口位置を確認する。

○スピーカ

●配管撤去　　●配線撤去　　●機器撤去

○地中線

○工事範囲

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付
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着工前に工事関連部分の事前調査を十分に行う。
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( 5 )

( 6 )

( 7 )

( 8 )

( 9 )

上記の結果、問題があれば対応策を提案する。

電気主任技術者と協議の上、工事を進める。

停電時期については、監督職員や学校、別途工事業者と十分協議して決める。

着工前後に全ての幹線について、許容電流や利用状況の確認を行い結果を書面で報告する。
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改修前　高圧単線結線図
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着工前に工事関連部分の事前調査を十分に行う。

屋外型キュービクル側面図・基礎図

屋外型キュービクル正面図・基礎図
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上記の結果、問題があれば対応策を提案する。

電気主任技術者と協議の上、工事を進める。

停電時期については、監督職員や学校、別途工事業者と十分協議して決める。

着工前後に全ての幹線について、許容電流や利用状況の確認を行い結果を書面で報告する。
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EM-CET100ﾟEM-CE22ﾟ-3CEM-CE38ﾟ-3CEM-CE14ﾟ-3C

EM-CET200ﾟ

LM-WP1

既設H,Hにて接続

L-R2L-R1 L-F1

EM-CE8ﾟ-3C E5.5ﾟx2

本館棟P.Bにて接続 本館棟P.Bにて接続

L-E1

L-RL-T1

EM-IE8ｘ3 E2.0EM-CET60ﾟ

EM-CET38ﾟ EM-CET22ﾟ

外部駐輪場LED

EM-CE5.5ﾟ-3C(内1CE)

LED

L-SPS-1

S

EM-CET100ﾟ

EM-CET100ﾟ

EM-CE38ﾟ-2C

LM-WP1

既設H,Hにて接続 既設H,Hにて接続

EM-CET200ﾟ

EM-CET200ﾟ

LM-WP2

EM-CET150ﾟ

EM-CET150ﾟ
EM-CET38ﾟ

LP-3LK-1ALM-1A

EM-CE38ﾟ-3C
EM-CET38ﾟ

LM-WP2

既設H,Hにて接続

LP-2

EM-CET14ﾟE5.5ﾟEM-CE8ﾟ-3C

EM-CET150ﾟEM-CET200ﾟ

EM-CET60ﾟ

EM-CET38ﾟE8ﾟ

M-SPLM-WLP-4

EM-IE14ﾟx3

EM-CE5.5ﾟ-3C

P-3LP-5P-1

EM-CET38ﾟ

EM-CET60ﾟ

EM-CET38ﾟ

EM-CET200ﾟ

EM-CET22ﾟ

LM-WP2

既設H,Hにて接続

既設H,Hにて接続

EM-CE38ﾟ-2C

EM-CE22ﾟ-3C

EM-CE22ﾟ-3C

LM-WP1

EM-CET38ﾟE8ﾟ

L-4

（旧館3F）

3L-1

（旧館ﾄｲﾚ）

L-AC

EM-CET14ﾟ

1LM-S1

1LM-S1

EM-CET 38ﾟ

EM-CET150ﾟ

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修前　幹線リスト
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LP-3LK-1ALM-1A

EM-CE38ﾟ-3C

LA-4

EM-CET14ﾟE5.5EM-CET 14ﾟ

LP-2

EM-CE8ﾟ-3C FP 5.5ﾟ-2C

防災複合盤

EM-CET100ﾟ

（旧館ﾄｲﾚ）

EM-CE8ﾟ-3C

3L-2

EM-CET14ﾟ
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一級建築士事務所京都府知事登録(01A)第02439号 A2 N/S一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也
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電圧負荷名称
回路

番号

100V

100V

100V

100V

電圧 負荷名称
回路

番号

100V

100V

100V

100V

210-105V

1φ3W 210-105V

MCCB 3P

1

3

5

2

4

6

3L-2送り
30A

50AF/ 30AT

男子便所　自動水栓用

女子便所　自動水栓用

女子便所　将来ｳｫｯｼｭﾚｯﾄ用

女子便所　将来ｳｫｯｼｭﾚｯﾄ用 男子便所　将来ｳｫｯｼｭﾚｯﾄ用

予備 予備

電灯分電盤“3L-1”結線図
B.S:

B.S:

M.S:

B.S:

B.S:

MCCB3P 50/ 30AT× 2

MCCB2P 50/ 20AT× 1

ELCB2P 50/ 20AT× 5

ELCB2P 50/ 20AT× 1(予備)

便所　電灯

L9

MCCB2P 50/ 20AT× 1(予備)

1φ3W 210-105V

MCCB 3P

50AF/ 30AT

回路 回路
電圧 負荷名称 負荷名称 電圧

番号 番号

100V 便所　電灯 1 2 女子便所　自動水栓用 100V

100V 男子便所　自動水栓用 3 4 女子便所　将来ｳｫｯｼｭﾚｯﾄ用 100V

100V 女子便所　将来ｳｫｯｼｭﾚｯﾄ用 5 6 男子便所　将来ｳｫｯｼｭﾚｯﾄ用 100V

100V 予備 予備 100V

電灯分電盤“3L-2”結線図

M.S: MCCB3P 50/ 30AT× 1

B.S: MCCB2P 50/ 20AT× 1

B.S: MCCB2P 50/ 20AT× 1(予備)

B.S:

B.S: ELCB2P 50/ 20AT× 1(予備)

ELCB2P 50/ 20AT× 5

L9

EM-CET14ﾟE5.5ﾟ

1LM-S1

MCB 3P

AC1φ3W
100/200V

L012

3

3 100 100/200

100/200

100

50 30

225/150A

AC3φ3W
200V

3

503 200

200100

(KW)

30

Σ= 9.64 KW

EM-CET 38ﾟ

ED

M011

L011

MCB 3P

100

100/100A
室外機 GHP560

室外機 GHP560

1.07

503 200301.07

EM-CE3.5ﾟ-3C

EM-CE3.5ﾟ-3C

2002 30 20 EM-CE3.5ﾟ-3C(1E)空調室内機 1･2･3F401 1,882

点検用ｺﾝｾﾝﾄ 2 30 20 注記２100 100301

3 100/200L013 50 50 EM-CET 14ﾟ6,000

Σ=(26.9) KVA

L1

M1

予 備

予 備

予 備

備　考
電圧ELBMCB(VA)

分岐開閉器負荷容量

ATAFP盤形式

盤名称
主回路 負荷名称回路

L-AC（旧館棟）

電圧負荷名称
回路

番号

100V

100V

100V

100V

電圧 負荷名称
回路

番号

100V

100V

100V

100V

1φ3W 210-105V

MCCB 3P

1

3

5

2

4

6

B.S:

M.S:

３階　電灯 ２階　電灯

１階　電灯 １階～３階　廊下電灯

３階　コンセント

１階　コンセント

２階　コンセント

予備

100V100V １階　コンセント 予備

7

9

8

10

電灯分電盤“L-4”結線図

100AF/ 60AT

B.S:

MCCB2P 50/ 20AT× 7

MCCB2P 50/ 20AT× 3(予備)

MCCB3P 100/ 60AT× 1

L9

EM-CET22ﾟ

EM-CET 150ﾟ

東宇治中学校旧館棟解体工事 10
改修前　盤図

EM-CE8ﾟ-3C E5.5ﾟ

撤去

撤去

撤去



外部駐輪場LED

A B

N P

C H

N P

N P

C H

N P

露出型 埋込型

E F

プラスチック製　フタ付

露出、半埋込両用型

D

N P

C H

N P

C

屋外型（屋根付）

MCB 3P

AC1φ3W
100/200V

C H

N P

N P

防雨型ｺﾝｾﾝﾄ

EM-CET 200ﾟ
MCB 3P

200V
AC3φ3W

EM-CET 200ﾟ

(KW)

400/250A

M031

M032

M033

M034

MCB 3P

AC3φ3W
200V

M041

M042

M043

M044

EM-CET 150ﾟ
225/225A

L2 M3

M4

40n401

30n301

ＡＣ　２００Ｖ　　　電源回路

ＡＣ　１００Ｖ　　　電源回路

ELBMCB

分岐開閉器は協約形（コンパクトサイズ）とする。

盤形式

分電盤回路記号

～

～

５、上記以外は製造者標準仕様とする。

２、点検用ｺﾝｾﾝﾄ回路のある盤の側面に点検用ｺﾝｾﾝﾄを取付とする。

備　考 備　考
電圧電圧ELBMCB(VA)

分岐開閉器負荷容量

ATAFP (VA) ATAFP

負荷容量 分岐開閉器

４、盤鋼板厚は１．６ｍｍ以上とする。

３、盤名称、負荷名称用ネームプレートはアクリル製エッチング文字とする。

（注記）

１、中扉は全ての盤に取付の事。

　　尚取付はﾋﾞｽ止めとする。

　　接地防水ｺﾝｾﾝﾄ（WK4105 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)とする。

　　取付位置は現場の設置状態により決定の事。

盤形式

盤名称

盤形式

盤名称
主回路 負荷名称回路 主回路 負荷名称回路

屋外自立型（屋根付）

Ｄ Ｄ

EM-CET 200ﾟ

L3

100/200V
AC1φ3W

MCB 3P

100/200V
AC1φ3W

L4

EM-CET 100ﾟ
225/150A

MCB 3P

MCB 3P

AC1φ3W
100/200V

EM-CET 200ﾟ

L5

400/300A

400/250A

225/225A

3 100/200

3 100/200

225

EM-CET 14ﾟ

200

100 60

29,770

8,200

P-1（新館棟）

LP-4（新館棟）

3 100/200

3 100/200

225 EM-CET 100ﾟ

5,900

39,300

L-R1（理科室1） 100 75

LA-1（本館棟）

EM-CE38ﾟ-3C

3 100/200L-R2（理科室2） 60 60 EM-CE22ﾟ-3C

503 100/200LH-1（放送室） 505,000 EM-CET 14ﾟ

(VA)

L051

L052

L053

10,000

9,000 75

75 2002 EM-CE 38ﾟ-2C

EM-CET 22ﾟ

S-1（ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ教室）

L-SP（ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ教室）

100

100 100/2003L041

L042

50 100/2003 50

50 100/2003 50L-E1（新館棟）

L-E2（新館棟）

7,630

4,500

EM-CET 38ﾟ

EM-CET 22ﾟ

Σ=(50.0) KVA

Σ=(56.0) KVA

5,900

Σ=(19.0) KVA

LM-W（受水槽） 50 100/2003 50

200

EM-CET 100ﾟ

EM-CE14ﾟ-3C E5.5ﾟx2

L021

L022

L023

L024

L031

L032

L033

L034

L035

10030502L025 800 EM-CE5.5ﾟ-3C(内1CE)

3 100/200225 200

100100

100100

100/200

100/2003

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

MCB 3P

200V
AC3φ3W

M5

225/200A
EM-CET 150ﾟ

3

3

503 50

100 100

100 100

EM-CET 22ﾟ

17.82

14.46

M-SP（ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ教室） 16.00

EM-CET 60ﾟ

EM-CET 38ﾟ

200

200

200

3 100 EM-CET 38ﾟ9.50 75 200

503 50 EM-CET 38ﾟ200

P-1（新館棟）

LP-4（新館棟）

LM-W（受水槽）

LM-1A（技術棟）

5034.88 EM-CET 14ﾟ30 200

503 20020

503 20020 EM-CE5.5ﾟ-3C

0.40

0.40

LP-2（本館棟）

防火ｼｬｯﾀｰ（本館棟）

防火ｼｬｯﾀｰ（旧館棟）

EM-CE5.5ﾟ-3C

Σ=(48.3) KW

Σ=(33.5) KW

3

3

503 50

100 100

100 100

200

200

200

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

ED

M051

M053

M054

M052

503 50 200予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

LM-WP1 LM-WP2

EM-CET 200ﾟ

EM-CET 38ﾟ

18,980

18,400

EM-CET 100ﾟ100100

100100L-T2（西体育館）

100/2003

100/2003

100/200V
AC1φ3W

MCB 3P

LM-1A（技術棟）

503 100/20030 EM-CE  8ﾟ-3C3,040LP-2（本館棟）

L9

225/200A

Σ=(54.0) KVA

L091

L092

L093

L094

L095

L096

1003050400 2防災電源（防災複合盤） FP 5.5ﾟ-2C

6,800 EM-CET 14ﾟ

6,800

3L-1（旧館棟ﾄｲﾚ）

L-4（旧館棟）

50 100/2003 50

50 100/2003 50

ED

L054

L055

L056

50

50

50

50

20

20

通路照明(ｶﾒﾗ設備)

通路ｾﾝｻｰﾗｲﾄ(ｶﾒﾗ設備)

通路ﾎﾟｰﾙﾗｲﾄ(ｶﾒﾗ設備)

3

3

3

3

100/200

100/200

100/200

1/3001/100 1/500
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EM-CET 22ﾟ

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修前　自立盤図
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Ｄ

外部駐輪場LED

A B

N P

C H

N P

N P

C H

N P

露出型 埋込型

E F

プラスチック製　フタ付

露出、半埋込両用型

D

N P

C H

N P

C

屋外型（屋根付）

MCB 3P

AC1φ3W
100/200V

C H

N P

N P

防雨型ｺﾝｾﾝﾄ

EM-CET 200ﾟ
MCB 3P

200V
AC3φ3W

EM-CET 200ﾟ

(KW)

400/250A

M031

M032

M033

M034

MCB 3P

AC3φ3W
200V

M041

M042

M043

M044

EM-CET 150ﾟ
225/225A

L2 M3

M4

40n401

30n301

ＡＣ　２００Ｖ　　　電源回路

ＡＣ　１００Ｖ　　　電源回路

ELBMCB

分岐開閉器は協約形（コンパクトサイズ）とする。

盤形式

分電盤回路記号

～

～

５、上記以外は製造者標準仕様とする。

２、点検用ｺﾝｾﾝﾄ回路のある盤の側面に点検用ｺﾝｾﾝﾄを取付とする。

備　考 備　考
電圧電圧ELBMCB(VA)

分岐開閉器負荷容量

ATAFP (VA) ATAFP

負荷容量 分岐開閉器

４、盤鋼板厚は１．６ｍｍ以上とする。

３、盤名称、負荷名称用ネームプレートはアクリル製エッチング文字とする。

（注記）

１、中扉は全ての盤に取付の事。

　　尚取付はﾋﾞｽ止めとする。

　　接地防水ｺﾝｾﾝﾄ（WK4105 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)とする。

　　取付位置は現場の設置状態により決定の事。

盤形式

盤名称

盤形式

盤名称
主回路 負荷名称回路 主回路 負荷名称回路

屋外自立型（屋根付）

Ｄ

EM-CET 200ﾟ

L3

100/200V
AC1φ3W

MCB 3P

100/200V
AC1φ3W

L4

EM-CET 100ﾟ
225/150A

MCB 3P

MCB 3P

AC1φ3W
100/200V

EM-CET 200ﾟ

L5

400/300A

400/250A

225/225A

3 100/200

3 100/200

225

EM-CET 14ﾟ

200

100 60

29,770

8,200

P-1（新館棟）

LP-4（新館棟）

3 100/200

3 100/200

225 EM-CET 100ﾟ

5,900

39,300

L-R1（理科室1） 100 75

LA-1（本館棟）

EM-CE38ﾟ-3C

3 100/200L-R2（理科室2） 60 60 EM-CE22ﾟ-3C

503 100/200LH-1（放送室） 505,000 EM-CET 14ﾟ

(VA)

L051

L052

L053

10,000

9,000 75

75 2002 EM-CE 38ﾟ-2C

EM-CET 22ﾟ

S-1（ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ教室）

L-SP（ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ教室）

100

100 100/2003L041

L042

50 100/2003 50

50 100/2003 50L-E1（新館棟）

L-E2（新館棟）

7,630

4,500

EM-CET 38ﾟ

EM-CET 22ﾟ

Σ=(50.0) KVA

Σ=(56.0) KVA

5,900

Σ=(19.0) KVA

LM-W（受水槽） 50 100/2003 50

200

EM-CET 100ﾟ

EM-CE14ﾟ-3C E5.5ﾟx2

L021

L022

L023

L024

L031

L032

L033

L034

L035

10030502L025 800 EM-CE5.5ﾟ-3C(内1CE)

3 100/200225 200

100100

100100

100/200

100/2003

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

MCB 3P

200V
AC3φ3W

M5

225/200A
EM-CET 150ﾟ

3

3

503 50

100 100

100 100

EM-CET 22ﾟ

17.82

14.46

M-SP（ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ教室） 16.00

EM-CET 60ﾟ

EM-CET 38ﾟ

200

200

200

3 100 EM-CET 38ﾟ9.50 75 200

503 50 EM-CET 38ﾟ200

P-1（新館棟）

LP-4（新館棟）

LM-W（受水槽）

LM-1A（技術棟）

5034.88 EM-CET 14ﾟ30 200

503 20020

503 20020

0.40

LP-2（本館棟）

防火ｼｬｯﾀｰ（本館棟） EM-CE5.5ﾟ-3C

Σ=(48.3) KW

Σ=(33.5) KW

3

3

503 50

100 100

100 100

200

200

200

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

ED

M051

M053

M054

M052

503 50 200予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

LM-WP1 LM-WP2

EM-CET 200ﾟ

EM-CET 38ﾟ

18,980

18,400

EM-CET 100ﾟ100100

100100L-T2（西体育館）

100/2003

100/2003

100/200V
AC1φ3W

MCB 3P

LM-1A（技術棟）

503 100/20030 EM-CE  8ﾟ-3C3,040LP-2（本館棟）

L9

225/200A

Σ=(54.0) KVA

L091

L092

L093

L094

L095

L096

1003050400 2防災電源（防災複合盤） FP 5.5ﾟ-2C

50 100/2003 50

50 100/2003 50

ED

L054

L055

L056

50

50

50

50

20

20

通路照明(ｶﾒﾗ設備)

通路ｾﾝｻｰﾗｲﾄ(ｶﾒﾗ設備)

通路ﾎﾟｰﾙﾗｲﾄ(ｶﾒﾗ設備)

3

3

3

3

100/200

100/200

100/200

1/3001/100 1/500

決
　
裁
　
欄

25m1 3 4 0 5 0 5 10 15 205m 10 15m0 2 設　計 課　長 係　長 係 工事名 図　名 縮　尺 図　番山 崎 設 計株式会社

特
　
記

一級建築士事務所京都府知事登録(01A)第02439号 A2 N/S一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也
Ｅ－設　計　番　号 設計年度

令和　　年　　月 A3 70.7%

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

予備ﾌﾞﾚｰｶｰ

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修後　自立盤図

12



L

G

A K

H I J

s

ｺｱ

(B)

Ｎ

EXP-J

E
X
P
-
J

E
X
P
-
J

EXP-J

物置
ｺﾞﾐ置場

敷地境界線

水路

倉庫

部室

敷地境界線

市立東宇治幼稚園

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

テニスコート

市
道
　
宇
治
五
ヶ
庄
線

正
門

道
路
境
界
線

水
路

敷地境界線

水路

UP

敷地境界線

EXP-J EXP-J

UPUP

敷
地
境
界
線

水
路

Y

j

f

f j

L-T1

LK-1A

L-G1

L-T2

LM-W

L-SP S-1

LP-3
LP-2

消火ポンプ制御盤

L-R1L-R2

M-SP

P-1

L-1B

LP-5

LH-1LM-1A

LA-1

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

(B)

L-E1

2

SS

防火ｼｬｯﾀｰ

EM-CE38ﾟ-3CL-R1

EM-CE22ﾟ-3CL-R2LM-WP1 (FEP80)2

EM-IE60ﾟ

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ
(FEP100)

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤 EM-FP-C38ﾟ-3C (FEP50)

(FEP80)

LM-WP1 EM-CET200ﾟ

EM-CET150ﾟ

EM-CET200ﾟ

EM-CET200ﾟ

(FEP80)

(FEP100)

(FEP100)

(FEP100)

EM-CET200ﾟ

LM-WP2

EM-CET100ﾟE60ﾟ

EM-IE38ﾟ

EM-CET200ﾟ

EM-CET200ﾟ

(FEP100)

(FEP100)
接続盤

(FEP80)導入線(予備)

1

(FEP80)

sj

LP-4

※ 細線は既存残置を示す。

第２屋内運動場

渡り廊下

渡
り
廊
下

西昇降口

本館棟①

第１屋内運動場

室外機置場

室外機置場
渡り廊下

受水槽

東昇降口

新館棟③

新館棟②

旧館棟

便所

自転車置場

プレハブ

特別教室棟

新館棟①

室外機

置場

室外機

置場
渡り廊下

技術棟

※既設配管位置はマンホール位置及び既存竣工図からの推測のため、
　施工にあたっては実際の配管位置を探索(試掘)の上、配管を損傷しないよう施工すること。

凡例

(A)

(B)

記号

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ（放送、自火報、警報で共用）

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ（強電）

名称 仕様

1200×1200×1200
R8K-60

H2-9
R8K-60

壁貫通補修

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

444WP

555WP

666WP SS600*600*600WP

SS500*500*500WP

SS400*400*400WP

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

444

666

SS400*400*400

SS600*600*600

埋込ｺﾝｾﾝﾄ　2P15Ax2 ﾒﾀﾙﾓｰﾙｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ2(ﾛ)

1/3001/100 1/500

決
　
裁
　
欄

25m1 3 4 0 5 0 5 10 15 205m 10 15m0 2 設　計 課　長 係　長 係 工事名 図　名 縮　尺 図　番山 崎 設 計株式会社

特
　
記

一級建築士事務所京都府知事登録(01A)第02439号 A2一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也
Ｅ－設　計　番　号 設計年度

令和　　年　　月 A3 70.7%

1/500

(FEP50)

(FEP80)

(FEP80)

M

N

N

KA

G

KA

L

E

EM-CE5.5sq-4c(1E)

I

H

（記号） （配線）（至）（自）

L-空調1

L-空調2

EM-CET38ﾟ

EM-CET22ﾟ

EM-CET200ﾟ

EM-CET150ﾟ (FEP100)

(FEP100)

導入線(予備)

A

（配管･ｺﾛｶﾞｼ･ﾗｯｸ）

(FEP80)

B ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

LM-WP1

LM-WP2

EM-CET100ﾟE60ﾟ

(FEP80)

(FEP80)

EM-IE60ﾟ

EM-IE38ﾟ

導入線

EM-CE38ﾟ-3C

EM-CE22ﾟ-3C

L-R1

L-R2
C

導入線(予備)

接続盤ｷｭｰﾋﾞｸﾙD

LM-WP1 L-H1

(予備) 導入線

(FEP50･ﾗｯｸ)

(FEP80･GP82)

(FEP100･GP92)

(FEP100･GP92)

(FEP100･GP92)

E

導入線(予備)

G LM-WP2 M-SP

EM-CET38ﾟE14ﾟLP-4

LM-WP1

LM-WP1

EM-CE22ﾟ-3CL-SP

S-1 EM-CE38ﾟ-2C

LM-WP2

LM-WP1 LP-4 EM-CET14ﾟ
J

(予備) 導入線

P-1
K

LM-WP2

LM-WP1 P-1

EM-CET38ﾟ

(FEP40･GP42)

(FEP50･GP54)

(FEP40･GP42)

(FEP40･GP42)

(FEP80･GP82)

(FEP50･GP54)

導入線(予備)

M
EM-CET100ﾟLM-1A

LM-1A EM-CET38ﾟLM-WP2

L

(予備)

LM-WP2

LM-WP1

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ EM-FP-C38ﾟ-3C

LM-W

LM-W

EM-CET38ﾟE8ﾟ

導入線

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

LM-WP1

(FEP50･GP54)

(FEP50･GP54)

(FEP50･GP54)

(FEP50･GP54)

(FEP30･GP28)

(FEP50･GP54)

(FEP40･GP42)

(FEP40･GP42)

EM-CE8ﾟ-3C

防火シャッター

LM-WP1 LA-1 EM-CET100ﾟ

L-T2 EM-CET38ﾟE8ﾟ

LP-2LM-WP2

LP-2
F

EM-CET22ﾟ

LM-WP1

EM-CE14ﾟ-3C

(FEP30･ﾗｯｸ)防災複合盤

EM-CET14ﾟE5.5ﾟ

FP 5.5ﾟ-2C

EM-CET100ﾟ

(FEP80･GP82)

EM-CET14ﾟE5.5ﾟx2

EM-CE5.5sq-4c(1E)

導入線(予備)

N
LM-WP2

LM-WP1
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

EM-CET150ﾟ

EM-CET200ﾟ (FEP100)

(FEP100)

(FEP100)

LM-WP1

LM-WP1

(FEP100)×3EM-CET200ﾟ×3

(予備)×4 (FEP100)×4

EM-CET200ﾟ×2 (FEP100･GP92)×2

JIH

(FEP100･GP92･ﾗｯｸ)

(FEP50･GP54･ﾗｯｸ)

(FEP80･GP82･ﾗｯｸ)

(FEP80･GP82･ﾗｯｸ)

1LM-S1 LP-2f

LP-41LM-S1 EM-CEEｰS1.25ﾟ-2Cx2j

(FEP30･GP28･ﾗｯｸ)

(FEP30･GP28･ﾗｯｸ)

(FEP30･GP28･ﾗｯｸ)

(予備) 導入線

LP-4 EM-CEEｰS1.25ﾟ-2Cx2LP-2

(FEP40･GP42)

3L-1 EM-CET14ﾟ

L-4Y

Z

LM-WP1

LM-WP1

L-AC

3L-1

3

4

5

6

3

1

1

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 1LM-S1

1LM-S1 L-AC

EM-CET38ﾟ

EM-CET14ﾟ (G36)

(既設FEP)3

4

3L-1 EM-CET14ﾟ

L-4LM-WP1

LM-WP1

5

6

(配管･ｺﾛｶﾞｼ)

(配管･ｺﾛｶﾞｼ)

EM-CET22ﾟ

EM-CET22ﾟ

※埋設配管工事は生徒に影響が少ない時期に行い、

鉄板を敷く等、通行に影響を与えないようにする。

N

B

IH

L-SP S-1 

自立盤

LM-WP2 LM-WP1

(FEP50･G36･ﾗｯｸ)

(FEP50･G36･ﾗｯｸ)

F

C

D

本館棟②

j

666WP

666WP

切り離す3

333WP

333WP

1LM-S1

プルボックス内の空調制御線を接続して
プルボックス内から1LM-S1までの空調制御線を撤去し、

m
s

f

m

校内の空調システムが問題なく稼働できているか確認する

※ 太線は本工事範囲を示す。

EM-CET150ﾟ

EM-CEEｰS1.25ﾟ-2Cx2

LP-2 LP-3m EM-CEEｰS1.25ﾟ-2Cx2(FEP30･GP28･ﾗｯｸ)

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修前　構内配電線路図
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jf

K L

FEDC

A JIHG

Y Z
Z

sj

JIHG

K LA

s

※図面に記載がなくとも撤去する必要がある配線配管は撤去する。

　万が一配管を損傷した場合は、施工者において修復を行うこと。

333WP

室外機置場



Ｎ

EXP-J

E
X
P
-
J

E
X
P
-
J

EXP-J

物置
ｺﾞﾐ置場

敷地境界線

水路

倉庫

部室

敷地境界線

市立東宇治幼稚園

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

テニスコート

市
道
　
宇
治
五
ヶ
庄
線

正
門

道
路
境
界
線

水
路

敷地境界線

水路

敷地境界線

EXP-J EXP-J

UPUP

敷
地
境
界
線

水
路

s

L-T1

LK-1A

L-G1

L-T2

LM-W

L-SP S-1

LP-3
LP-2

消火ポンプ制御盤

L-R1L-R2

M-SP

P-1

L-1B

LP-5

LH-1LM-1A

LA-1

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

(B)

L-E1

2

SS

防火ｼｬｯﾀｰ

EM-CE38ﾟ-3CL-R1

EM-CE22ﾟ-3CL-R2LM-WP1 (FEP80)2

EM-IE60ﾟ

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ
(FEP100)

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤 EM-FP-C38ﾟ-3C (FEP50)

(FEP80)

LM-WP1 EM-CET200ﾟ

EM-CET150ﾟ

EM-CET200ﾟ

EM-CET200ﾟ

(FEP80)

(FEP100)

(FEP100)

(FEP100)

EM-CET200ﾟ

LM-WP2

EM-CET100ﾟE60ﾟ

EM-IE38ﾟ

EM-CET200ﾟ

EM-CET200ﾟ

(FEP100)

(FEP100)
接続盤

(FEP80)導入線(予備)

1

(FEP80)

s

LP-4

※ 細線は既存残置を示す。

第２屋内運動場

渡り廊下

渡
り
廊
下

西昇降口

本館棟① 本館棟②

第１屋内運動場

室外機置場

室外機置場

受水槽

室外機置場

新館棟③

新館棟②

自転車置場

プレハブ

特別教室棟

新館棟①

室外機

置場

渡り廊下

技術棟

222WP×2

※既設配管位置はマンホール位置及び既存竣工図からの推測のため、
　施工にあたっては実際の配管位置を探索(試掘)の上、配管を損傷しないよう施工すること。

凡例

(A)

(B)

記号

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ（放送、自火報、警報で共用）

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ（強電）

名称 仕様

1200×1200×1200
R8K-60

H2-9
R8K-60

壁貫通補修

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

444WP

555WP

666WP SS600*600*600WP

SS500*500*500WP

SS400*400*400WP

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

444

666

SS400*400*400

SS600*600*600

埋込ｺﾝｾﾝﾄ　2P15Ax2 ﾒﾀﾙﾓｰﾙｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ2(ﾛ)

1/3001/100 1/500

決
　
裁
　
欄

25m1 3 4 0 5 0 5 10 15 205m 10 15m0 2 設　計 課　長 係　長 係 工事名 図　名 縮　尺 図　番山 崎 設 計株式会社

特
　
記

一級建築士事務所京都府知事登録(01A)第02439号 A2一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也
Ｅ－設　計　番　号 設計年度

令和　　年　　月 A3 70.7%

1/500

(FEP50)

(FEP80)

(FEP80)

M

N

N

KA

G

KA

L

JIHG

K LA

E

EM-CE5.5sq-4c(1E)

I

H

（記号） （配線）（至）（自）

L-空調1

L-空調2

EM-CET38ﾟ

EM-CET22ﾟ

EM-CET200ﾟ

EM-CET150ﾟ (FEP100)

(FEP100)

導入線(予備)

A

（配管･ｺﾛｶﾞｼ･ﾗｯｸ）

(FEP80)

B ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

LM-WP1

LM-WP2

EM-CET100ﾟE60ﾟ

(FEP80)

(FEP80)

EM-IE60ﾟ

EM-IE38ﾟ

導入線

EM-CE38ﾟ-3C

EM-CE22ﾟ-3C

L-R1

L-R2
C

導入線(予備)

接続盤ｷｭｰﾋﾞｸﾙD

LM-WP1 L-H1

(予備) 導入線

(FEP50･ﾗｯｸ)

(FEP80･GP82)

(FEP100･GP92)

(FEP100･GP92)

(FEP100･GP92)

E

導入線(予備)

G LM-WP2 M-SP

EM-CET38ﾟE14ﾟLP-4

LM-WP1

LM-WP1

EM-CE22ﾟ-3CL-SP

S-1 EM-CE38ﾟ-2C

LM-WP2

LM-WP1 LP-4 EM-CET14ﾟ
J

(予備) 導入線

P-1
K

LM-WP2

LM-WP1 P-1

EM-CET38ﾟ

(FEP40･GP42)

(FEP50･GP54)

(FEP40･GP42)

(FEP40･GP42)

(FEP80･GP82)

(FEP50･GP54)

導入線(予備)

M
EM-CET100ﾟLM-1A

LM-1A EM-CET38ﾟLM-WP2

L

(予備)

LM-WP2

LM-WP1

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ EM-FP-C38ﾟ-3C

LM-W

LM-W

EM-CET38ﾟE8ﾟ

導入線

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

LM-WP1

(FEP50･GP54)

(FEP50･GP54)

(FEP50･GP54)

(FEP50･GP54)

(FEP30･GP28)

(FEP50･GP54)

(FEP40･GP42)

(FEP40･GP42)

EM-CE8ﾟ-3C

防火シャッター

LM-WP1 LA-1 EM-CET100ﾟ

L-T2 EM-CET38ﾟE8ﾟ

LP-2LM-WP2

LP-2
F

EM-CET22ﾟ

LM-WP1

EM-CE14ﾟ-3C

(FEP30･ﾗｯｸ)防災複合盤

EM-CET14ﾟE5.5ﾟ

FP 5.5ﾟ-2C

EM-CET100ﾟ

(FEP80･GP82)

EM-CET14ﾟE5.5ﾟx2

EM-CE5.5sq-4c(1E)

導入線(予備)

N
LM-WP2

LM-WP1
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

EM-CET150ﾟ

EM-CET200ﾟ (FEP100)

(FEP100)

(FEP100)

LM-WP1

LM-WP1

(FEP100)×3EM-CET200ﾟ×3

(予備)×4 (FEP100)×4

EM-CET200ﾟ×2 (FEP100･GP92)×2

JI

(FEP100･GP92･ﾗｯｸ)

(FEP50･GP54･ﾗｯｸ)

(FEP80･GP82･ﾗｯｸ)

(FEP80･GP82･ﾗｯｸ)

1LM-S1 EM-CEEｰS1.25ﾟ-2Cx2LP-2f

LP-41LM-S1 EM-CEEｰS1.25ﾟ-2Cx2j

(FEP30･GP28･ﾗｯｸ)

(FEP30･GP28･ﾗｯｸ)

(FEP30･GP28･ﾗｯｸ)

(予備) 導入線

LP-4 EM-CEEｰS1.25ﾟ-2Cx2LP-2

(FEP40･GP42)

1

※埋設配管工事は生徒に影響が少ない時期に行い、

鉄板を敷く等、通行に影響を与えないようにする。

N

B

IH

L-SP S-1 

LED×3(ｾﾝｻｰﾗｲﾄ)

自立盤

LM-WP2 LM-WP1

プルボックス内の空調制御線を接続して
校内の空調システムが問題なく稼働するように調整する

F

D

(B)

ｺｱ

s

JIH

KA

G

L

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修後　構内配電線路図

14

m

s

※図面に記載がなくとも撤去する必要がある配線配管は撤去する。

　万が一配管を損傷した場合は、施工者において修復を行うこと。

LP-2 LP-3m EM-CEEｰS1.25ﾟ-2Cx2(FEP30･GP28･ﾗｯｸ)

s

m

C

H

※ 太線は本工事範囲を示す。



AMP

ｲ
ﾝ
ﾀ
ﾎー
ﾝ

非
常
A
M
P

x

(A)

x

(ﾗｯｸ･FEP30･GP28)旧館棟　放送放送室x EM-HP0.65-5P

Ｎ

EXP-J

E
X
P
-
J

E
X
P
-
J

EXP-J

物置
ｺﾞﾐ置場

敷地境界線

水路

倉庫

部室

敷地境界線

市立東宇治幼稚園

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

テニスコート

市
道
　
宇
治
五
ヶ
庄
線

正
門

道
路
境
界
線

水
路

敷地境界線

水路

UP

敷地境界線

EXP-J EXP-J

UPUP

敷
地
境
界
線

水
路

※ 細線は既存残置を示す。

第２屋内運動場

渡り廊下

渡
り
廊
下

西昇降口

本館棟①

第１屋内運動場

室外機置場

室外機置場
渡り廊下

受水槽

室外機置場

東昇降口

新館棟③

新館棟②

旧館棟

便所

自転車置場

プレハブ

特別教室棟

新館棟①

室外機

置場
渡り廊下

技術棟

室外機

置場

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

(B)

(A)

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

凡例

記号 名称

H2-9,R8K-60

仕様

1200×1200×1200,R8K-60ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ（強電）

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ（放送、自火報、警報で共用）

壁貫通補修

332WP

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ SS300*300*200WP

666WP SS600*600*600WP

332

666

SS300*300*200

SS600*600*600

※既設配管位置はマンホール位置及び既存竣工図からの推測のため、
　施工にあたっては実際の配管位置を探索(試掘)の上、配管を損傷しないよう施工すること。

e

d
ed

d e

d 新館棟　放送放送室 (ﾗｯｸ･FEP30･GP28)

EM-FP2sq-4Ce (ﾗｯｸ･FEP30･GP28)新館棟　ｲﾝﾀｰﾎﾝ職員室　ｲﾝﾀｰﾎﾝ

EM-HP0.65-5P
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裁
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25m1 3 4 0 5 0 5 10 15 205m 10 15m0 2 設　計 課　長 係　長 係 工事名 図　名 縮　尺 図　番山 崎 設 計株式会社

特
　
記

一級建築士事務所京都府知事登録(01A)第02439号 A2一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也
Ｅ－設　計　番　号 設計年度

令和　　年　　月 A3 70.7%

1/500

※ 太線は撤去を示す。

(A)

333

333WP本館棟②

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修前　放送設備

15

※放送の名称変更を行う。

　万が一配管を損傷した場合は、施工者において修復を行うこと。

旧館棟放送、非常放送の配線を撤去して
アンプや警報表示を修正する
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特
　
記

一級建築士事務所京都府知事登録(01A)第02439号 A2一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也
Ｅ－設　計　番　号 設計年度

令和　　年　　月 A3 70.7%

1/500

(A)

443WP

332WP

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

壁貫通補修

(B)

(A)

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

凡例

記号 名称

SS400*400*300WP

SS300*300*200WP

H2-9,R8K-60

仕様

1200×1200×1200,R8K-60ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ（強電）

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ（放送、自火報、警報で共用）

P B

yzy

EM-HP1.2- 5P(E31)

BP

EM-HP1.2- 3P(FEP30)

EM-HP1.2-10P(FEP30)

B

P

y z

zy

LM-W

消火ポンプ制御盤

(ﾗｯｸ･FEP30･GP28)

(ﾗｯｸ･FEP30･GP28)

EM-HP1.2-10P旧館棟　防火戸防災複合盤y

EM-HP1.2-10P旧館棟　総合盤
z 防災複合盤

EM-HP1.2-3P旧館棟　消火栓起動

Ｎ

EXP-J

E
X
P
-
J

E
X
P
-
J

EXP-J

物置
ｺﾞﾐ置場

敷地境界線

水路

倉庫

部室

敷地境界線

市立東宇治幼稚園

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

テニスコート

市
道
　
宇
治
五
ヶ
庄
線

正
門

道
路
境
界
線

水
路

敷地境界線

水路

UP

敷地境界線

EXP-J EXP-J

UPUP

敷
地
境
界
線

水
路

※ 細線は既存残置を示す。

第２屋内運動場

渡り廊下

渡
り
廊
下

西昇降口

本館棟①

第１屋内運動場

室外機置場

室外機置場
渡り廊下

受水槽

室外機置場

東昇降口

新館棟③

新館棟②

旧館棟

便所

自転車置場

新館棟①

室外機

置場

室外機

置場
渡り廊下

技術棟

プレハブ

特別教室棟

※既設配管位置はマンホール位置及び既存竣工図からの推測のため、
　施工にあたっては実際の配管位置を探索(試掘)の上、配管を損傷しないよう施工すること。

l

c

b

cb

EM-HP1.2- 3P(E25)

EM-HP1.2-10P(E31)

l

EM-HP1.2-10P×2(ﾗｯｸ･FEP40･GP42)
b 新館棟　総合盤防災複合盤

EM-HP1.2-3P×2(ﾗｯｸ･FEP30･GP28)

(予備) 導入線 (FEP40･GP42)

c EM-HP1.2-10P新館棟　防火戸防災複合盤 (ﾗｯｸ･FEP30･GP28)

(予備) 導入線 (FEP40･GP42)

(予備) 導入線 (FEP40･GP42)
l

EM-HP1.2-3P受水槽防災複合盤 (ﾗｯｸ･FEP30･GP28)

lb c

※ 太線は撤去を示す。

(A)

333 333

333WP
本館棟②

自動火災報知設備の配線を撤去して
受信機の表示を修正する

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修前　自動火災報知設備

16

※防災複合盤の名称変更を行う。

　万が一配管を損傷した場合は、施工者において修復を行うこと。
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記
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1/100
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昇降口
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Ｙ１

踏込

PS

スロープ　1/12

Ｎ

廊　下

足洗場

手洗場

物置 前室

来客室

ＳＣルーム
相談室２

用務員室

踏込

便所(女)

便所(男)

1,
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0
0
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0
00

4
,0
0
0

9
,7
0
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7
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0
0
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0
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5
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0

1
,2
8
5

2,
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5

2,
0
95

3
,7
4
5

325

2,260 2,240
2,250 2,250

325 31,175

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,175

3

LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ(埋) 1

2

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ(露,FL20W)

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ(露,FL40W)

【便所(女)】

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ(露,FL40W)

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ(露,FL20W)

2

1LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ(埋)

3

【便所(男)】

FL20W*2(露)

【廊下】

4

FL40W*2(露)

FL40W*2(露)

【相談室1】

【相談室2】

2

2

FL40W*2(露)

【階段室】

2 FL40W*2(露)2FL40W*1(吊)

FL40W*2(露)

【作業場】

2

2 3

【SCﾙｰﾑ】【前室･物置･来客室】

FL40W*2(吊) 2

FL20W*2(露)

3L-1 (450W×800H×150D)

【昇降口】

FL40W*2(露) 6

FL20W*2(露)

【相談室3】【踏込･用務員室】

FL40W*1(露) 1

5

1

3FL40W*2(露) FL40W*2(露)

(450W×800H×150D)L-AC

2) 配線配管も電気設備工事にて撤去すること。

1) 図中太線の機器は撤去とする。

特記事項

1階平面図　1/100

BP

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修前　旧館棟　電気設備 1階平面図

17

名称 仕様

凡例

記号

ｽﾋﾟｰｶ 壁掛型

ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 差動式 露出

テレビ端子

BP 総合盤

照明

ﾃﾚﾋﾞ機器収容箱 増幅器,4分配器×1

MCB3P50AT*1動力盤(L-AC)

MCB3P30AT*1,MCB2P20AT*8分電盤(3L-1)

ﾃﾚﾋﾞｹ-ﾌﾞﾙ
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2階平面図　1/100
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特
　
記
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1/100

(450W×800H×150D)

(450W×800H×150D)

3

LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ(埋) 1

2

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ(露,FL20W)

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ(露,FL40W)

【便所(女)】

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ(露,FL40W)

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ(露,FL20W)

2

1LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ(埋)

3

【便所(男)】

T2-3

名称 仕様

凡例

記号

ｽﾋﾟｰｶ 壁掛型

ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 差動式 露出

3L-2

特記事項

1) 図中太線の機器は撤去とする。

2) 配線配管も電気設備工事にて撤去すること。

4

【廊下】

FL20W*2(露)

2

6

【普通教室】【普通教室】

6

2

【普通教室】

6

2

FL40W*2(露)

FL40W*1(露) FL40W*1(露)

FL40W*2(露)

FL40W*1(露)

FL40W*2(露)

BP

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修前　旧館棟　電気設備 2階平面図

18

テレビ端子

BP 総合盤

照明

ﾃﾚﾋﾞ機器収容箱 増幅器,4分配器×1

MCB3P30AT*1,MCB2P20AT*8分電盤(3L-2)

ﾃﾚﾋﾞｹ-ﾌﾞﾙ　本館棟より

ﾃﾚﾋﾞｹ-ﾌﾞﾙ

ﾃﾚﾋﾞｹ-ﾌﾞﾙ
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1/100
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Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１
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70
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325325 31,175

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,175

Ｎ

渡り廊下

廊　下

普通教室 普通教室普通教室

3階平面図　1/100

4

【廊下】

2

6

【普通教室】【普通教室】

6

2

【普通教室】

6

2

L-4

T3-3

(450W×800H×150D)

(450W×800H×150D)

特記事項

1) 図中太線の機器は撤去とする。

2) 配線配管も電気設備工事にて撤去すること。

FL40W*2(露)

FL40W*1(露) FL40W*1(露)

FL40W*2(露)

FL40W*1(露)

FL40W*2(露)

FL20W*2(露)

BP

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修前　旧館棟　電気設備 3階平面図

19

名称 仕様

凡例

記号

ｽﾋﾟｰｶ 壁掛型

ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 差動式 露出

テレビ端子

BP 総合盤

照明

ﾃﾚﾋﾞ機器収容箱 増幅器,4分配器×1

MCB3P60AT*1,MCB2P20AT*10分電盤(L-4)

ﾃﾚﾋﾞｹ-ﾌﾞﾙ
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1/200

1/200旧館棟 北立面図 1/200旧館棟 南立面図

ＥＸＰ．Ｊ（４０）

ＧＬ

ＥＸＰ．Ｊ（４０）

ＧＬ

東宇治中学校旧館棟解体工事 20
改修前　旧館棟　立面図

ｽﾋﾟｰｶｰｹ-ﾌﾞﾙ　本館棟より

PF16

ﾃﾚﾋﾞｹ-ﾌﾞﾙ

ﾃﾚﾋﾞｹ-ﾌﾞﾙ　本館棟より

PF16

L-4用電力幹線:G36



技術棟

教育相談室-2

普通教室　13 普通教室　14 普通教室　15 普通教室　16 相談室

普通教室　7

普通教室　1 普通教室　2 普通教室　3 普通教室　4 普通教室　5 普通教室　6
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普通教室　29 普通教室　30

普通教室　27 普通教室　28

普通教室　23 普通教室　24

普通教室　31 普通教室　32

教育相談室-1

普通教室　25 普通教室　26
第１技術室
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次期工事
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次期工事

１階用

系統図

次期工事 次期工事
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第３理科室 第２音楽室

１階

３階

２階

ＧＬ

Ｒ階

４階

３階

２階

Ｒ階

４階

１階

3600

3600

3800

3900

ＧＬ

400、600

Ｒ Ｒ

Ｒ Ｒ

Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

Ｒ Ｒ

Ｒ Ｒ

Ｒ Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｘ２

Ｘ２ Ｘ２

Ｘ２ Ｘ２

Ｘ２ Ｘ２

Ｘ４

Ｘ２

Ｘ２

ＧＨＰＧＨＰ ＧＨＰ
11201420

ＧＨＰ
140

1120

ＧＨＰ
1120

ＧＨＰ

ＧＨＰ ＧＨＰ

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
112

140 140

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ

112
ＧＨＰ

112
ＧＨＰ

112
ＧＨＰ

112
ＧＨＰ

112
ＧＨＰ

112
ＧＨＰ

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ ＧＨＰ

ＧＨＰ ＧＨＰ

140 140

140 140

ＧＨＰ

ＧＨＰ

112

112

ＧＨＰ

71

71

71

ＧＨＰ

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
140

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
140

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
140

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
140

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
140

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
140

ＧＨＰ
36

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
160

ＧＨＰ
140

ＧＨＰ
140

ＧＨＰ
140

56

ＧＨＰ
1700

850型ｘ2

２、３、４階用

ＧＨＰ
1700

850型ｘ2

２、３階用

560型ｘ2710型ｘ2 560型ｘ2

560型ｘ2

Ｒ４

Ｒ２Ｒ３Ｒ４

Ｒ５

Ｒ２ Ｒ２ Ｒ２

Ｒ２

9.52

9.52

Ｒ２ Ｒ２ Ｒ２ Ｒ２

Ｒ３ Ｒ３

Ｒ３ Ｒ３

Ｒ３ Ｒ３

Ｒ８

Ｒ６

Ｒ４

Ｒ４

Ｒ２Ｒ３Ｒ５Ｒ５

Ｒ６

Ｒ７

Ｒ８

Ｒ４

Ｒ４

Ｒ６

9.52

Ｒ５

9.52

Ｒ５Ｒ６

Ｒ２ Ｒ２ Ｒ２

Ｒ６

Ｒ２ Ｒ２ Ｒ２

Ｒ２ Ｒ２ Ｒ２ Ｒ２

Ｒ２ Ｒ２

Ｒ２

Ｒ２

Ｒ２ Ｒ２ Ｒ２

Ｒ２Ｒ２Ｒ２

Ｒ２ Ｒ２

Ｒ２ Ｒ２ Ｒ２

Ｒ２Ｒ２Ｒ２

Ｒ２

Ｒ２

Ｒ２ Ｒ２ Ｒ２ Ｒ２

Ｒ２Ｒ２Ｒ２

Ｒ２Ｒ２

Ｒ３

Ｒ３

Ｒ５

Ｒ３

Ｒ３

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ４

Ｒ６

Ｒ８

Ｒ２Ｒ３

Ｒ３ Ｒ２Ｒ３

Ｒ３
Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ１

Ｒ２Ｒ３
Ｒ３

Ｒ７

Ｒ７

9.52

Ｒ５

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ２Ｒ２ Ｒ２

Ｒ３ Ｒ３

Ｒ４ Ｒ６

Ｒ７

Ｒ６

Ｒ１

防火処理

防火処理

Ｒ３

Ｒ３ Ｒ２

Ｒ２Ｒ５

Ｒ４Ｒ５

Ｒ６

Ｒ６
Ｒ３Ｒ２

Ｒ２ Ｒ２

Ｒ３Ｒ２

Ｒ６

9.52

Ｒ８

Ｒ８

Ｒ８

Ｒ８

Ｒ４

室外機と室外機の渡りﾘﾓｺﾝ用配管、配線は電気工事

室外機と室外機の渡りﾘﾓｺﾝ用配管、配線は電気工事 室外機と室外機の渡りﾘﾓｺﾝ用配管、配線は電気工事

RRR

集中リモコン

スケジュールタイマー

×　１個

×　１個

ＯＮ－ＯＦＦコントローラー ×　４個

第２技術室

理科室-２ 理科室-１

注記

３、室外機を2台連結してユニットにする場合の渡り配管、配線は本工事。

1/3001/100 1/500

決
　
裁
　
欄

25m1 3 4 0 5 0 5 10 15 205m 10 15m0 2 設　計 課　長 係　長 係 工事名 図　名 縮　尺 図　番山 崎 設 計株式会社

特
　
記

一級建築士事務所京都府知事登録(01A)第02439号 A2 N/S一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也
Ｅ－設　計　番　号 設計年度

令和　　年　　月 A3 70.7%
空調系統図

東宇治中学校旧館棟解体工事

本館棟

本館棟（東側）本館棟（西側）

新館棟（北側） 新館棟（東側）

21

１、室外機と室内機の制御渡り操作線は冷媒管と共巻き。　制御ケ－ブルはＥＭ-ＣＥＥ1.25Ｘ２Ｃとする。

２、室外機と室外機の渡りﾘﾓｺﾝ用配管、配線（ＥＭ-ＣＥＥ1.25Ｘ２Ｃ　２本）は電気工事。

撤去範囲

旧館棟



EM-CE (GP28)3.5ﾟ-3C(1E)

壁面露出配管（立上げ）EM-CE (GP28)3.5ﾟ-3C(1E)401

壁面露出配管（立上げ）

401

(GP70)ｶ

ｷ

露出配管配線（屋内ＥＰ、屋外ＧＰ電線管）

凡　例

架空配線

丸型露出ＢＯＸ

（特記事項）

EM-CE

EM-CE

EM-CE

3.5ﾟ-3C (1E)

3.5ﾟ-4C (1E)

5.5ﾟ-4C (1E)

(A)

(B)

(C)

(D)

(E)

P,BOX SS 150×150×150 SUS

P,BOX SS 300×300×300(WP) SUS

P,BOX SS 200×200×100(WP) SUS

P,BOX SS 200×200×100 SUS

P,BOX SS 150×150×150(WP) SUS

(G)
P,BOX SS 500×500×500(WP) SUS

ﾆ
1φ3WEM-CET150ﾟ

3φ3WEM-CET 38ﾟ IE22ﾟ

予備

EM-CEE-S1.25ﾟ-2C×4

(FEP80)

(FEP30)

(FEP50)×2

(FEP50)
地中埋設配管配線

GL-600

L1

M1

1LM-S1

1LM-S1

1LM-S1

設　計 課　長 係　長 係 図　番縮　尺

A3

A2

工事名 図　名山 崎 設 計
一級建築士事務所京都府知事登録(01A)第02439号
一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也

令和　　年　　月

決
　
裁
　
欄

50
1/100 1/300

105m43210

特
　
記

設　計　番　号 設計年度

株式会社501/500 25m20151015m

70.7%
Ｅ－

1/200

Ｎ
Ｎ

32,150

325 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500325

32,150

325 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500325

7,
00
0

2,
70
0

ｼｬｯﾀ-3､000

UP

廊下

相談室

SGルーム

倉庫倉庫

休養室 休養室

5､
00
0

5､000

2,300

UP

DN

廊下

普通教室 普通教室 普通教室
天井無し

天井無し

天井無し

相談室

天井無し 天井無し 天井無し 天井無し（19）（18）（17）

１階 平面図　1/200 ２階 平面図　1/200

2) 配線配管も電気設備工事にて撤去すること。

1) 図中太線の機器は撤去とする。

特記事項

名称 仕様

凡例

記号

GHP

GHP

560

560

(B)(B)

(B)

(B)(B)

22ﾟ×3 E5.5ﾟ(39)
ｷｷ ｶ ｶｷ ｷ

R2K-60

HH 1200　×1500

(G)

ﾆ

(GP28)

(GP28)

予備

予備

予備

東宇治中学校旧館棟解体工事

LP-2→1LM-S1,1LM-S1→LP-4

記載なき配管配線は、下記に依る。

改修前　旧館棟　空調幹線動力1･2F平面図
22

壁貫通(ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ)　

1LM-S1

電灯動力盤(1LM-S1)



EM-CE (GP28)3.5ﾟ-3C(1E)

壁面露出配管（立上げ）EM-CE (GP28)3.5ﾟ-3C(1E)401

401

(GP70)ｶ

ｷ

ｸ

露出配管配線（屋内ＥＰ、屋外ＧＰ電線管）

凡　例

架空配線

丸型露出ＢＯＸ

（特記事項）

EM-CE

EM-CE

EM-CE

(EP25) (GP28)

(EP25) (GP28)

(EP25) (GP28)

3.5ﾟ-3C (1E)

3.5ﾟ-4C (1E)

5.5ﾟ-4C (1E)

(A)

(B)

(C)

(D)

(E)

P,BOX SS 150×150×150 SUS

P,BOX SS 300×300×300(WP) SUS

P,BOX SS 200×200×100(WP) SUS

P,BOX SS 200×200×100 SUS

P,BOX SS 150×150×150(WP) SUS

(G)
P,BOX SS 500×500×500(WP) SUS

1/3001/100 1/500

決
　
裁
　
欄

25m1 3 4 0 5 0 5 10 15 205m 10 15m0 2 設　計 課　長 係　長 係 工事名 図　名 縮　尺 図　番山 崎 設 計株式会社

特
　
記

一級建築士事務所京都府知事登録(01A)第02439号 A2一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也
Ｅ－設　計　番　号 設計年度

令和　　年　　月 A3 70.7%

1/200

ＮＮ

32,150

325 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500325

32,150

325 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500325

7
,
00
0

2
,7
00

7
,
30
0

2
,6
50

5､
00
0

5､000

2,300

DN

廊下

普通教室 普通教室 普通教室

天井無し

天井無し 天井無し 天井無し（20） （21） （22）

Ｒ階 平面図　1/200３階 平面図　1/200

特記事項

1) 図中太線の機器は撤去とする。

2) 配線配管も電気設備工事にて撤去すること。

凡例

記号 名称 仕様

分電盤(L-4) MCB3P60AT*1,MCB2P20AT*10

(B)
(B)

(B)

ｶｷｷ

22ﾟ×3 E5.5ﾟ(39)
L033

(G)

L-4

(GP28)

(GP28)
壁面露出配管（立上げ）

壁面露出配管
(GP28)

(GP28)

予備

予備

予備

予備

予備

ｸ

(G)

東宇治中学校旧館棟解体工事

記載なき配管配線は、下記に依る。

改修前　旧館棟　空調幹線動力3･RF平面図
23

壁貫通(ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ)　



C

R

（特記事項）

(ﾒﾀﾓｰﾙA)

(ﾒﾀﾓｰﾙA)

EM-IE 1.6×2

EM-IE 1.6×4

EM-CEES 1.25ﾟ-2C×1 (ﾒﾀﾓｰﾙA)

EM-EEF 1.6-3C(1E) (EP19)

凡　例

空調機ﾘﾓｺﾝ

空調機集中ｺﾝﾄﾛｰﾗ

露出配管配線（屋内ＥＰ、屋外ＧＰ電線管）

架空配線

(A)
P,BOX SS 150×150×150 SUS

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P 15A×2

換気扇用J.BOX

丸型露出ＢＯＸ

24時間換気ｽｲｯﾁ

EM-CEES 1.25ﾟ-2C×2 (GP28)

Ｒ

Ｃ

ﾆ
1φ3WEM-CET150ﾟ

3φ3WEM-CET 38ﾟ IE22ﾟ

(FEP80)

(FEP50)
地中埋設配管配線

GL-600

L1

M1

1LM-S1

1LM-S1

予備 (FEP50)×2 1LM-S1

EM-CEE-S1.25ﾟ-2C×4 (FEP30) LP-2→1LM-S1,1LM-S1→LP-4

1/3001/100 1/500

決
　
裁
　
欄

25m1 3 4 0 5 0 5 10 15 205m 10 15m0 2 設　計 課　長 係　長 係 工事名 図　名 縮　尺 図　番山 崎 設 計株式会社

特
　
記

一級建築士事務所京都府知事登録(01A)第02439号 A2一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也
Ｅ－設　計　番　号 設計年度

令和　　年　　月 A3 70.7%

1/200

Ｎ
Ｎ

7,
00
0

2
,7
00

ｼｬｯﾀ-3､000

UP

廊下

相談室

SGルーム

倉庫倉庫

32,150

325 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500325

32,150

325 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500325

5､
00
0

5､000

2,300

UP

DN

廊下

休養室 休養室 普通教室 普通教室 普通教室
天井無し

天井無し

天井無し天井無し

相談室

天井無し 天井無し 天井無し（19）（18）（17）

１階 平面図　1/200 ２階 平面図　1/200

GHP

GHP

560

560

R

R RR

1LM-S1

Ｒ Ｃ

Ｃ

Ｒ Ｒ Ｒ

～～ ～ ～

ﾆ

角型ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ

記載なき配管配線は、下記に依る。

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修前　旧館棟　換気制御1･2F平面図

24

2) 配線配管も電気設備工事にて撤去すること。

1) 図中太線の機器は撤去とする。

特記事項

壁貫通(ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ)　



C

R

凡　例

空調機ﾘﾓｺﾝ

（特記事項）

空調機集中ｺﾝﾄﾛｰﾗ

露出配管配線（屋内ＥＰ、屋外ＧＰ電線管）

架空配線

(A)
P,BOX SS 150×150×150 SUS

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P 15A×2

換気扇用J.BOX

丸型露出ＢＯＸ

24時間換気ｽｲｯﾁ

(ﾒﾀﾓｰﾙA)

(ﾒﾀﾓｰﾙA)

EM-IE 1.6×2

EM-IE 1.6×4

EM-CEES 1.25ﾟ-2C×1 (ﾒﾀﾓｰﾙA)

EM-EEF 1.6-3C(1E) (EP19)

Ｒ

1/3001/100 1/500

決
　
裁
　
欄

25m1 3 4 0 5 0 5 10 15 205m 10 15m0 2 設　計 課　長 係　長 係 工事名 図　名 縮　尺 図　番山 崎 設 計株式会社

特
　
記

一級建築士事務所京都府知事登録(01A)第02439号 A2一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也
Ｅ－設　計　番　号 設計年度

令和　　年　　月 A3 70.7%

1/200

7,
0
00

2,
70
0

7,
3
00

2,
65
0

ＮＮ

32,150

325 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500325

32,150

325 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500325

5､
00
0

5､000

2,300

DN

廊下

普通教室 普通教室 普通教室

天井無し

天井無し 天井無し 天井無し（20） （21） （22）

Ｒ階 平面図　1/200３階 平面図　1/200

R RR
Ｒ Ｒ Ｒ

角型ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ

東宇治中学校旧館棟解体工事

記載なき配管配線は、下記に依る。

改修前　旧館棟　換気制御3･RF平面図
25

2) 配線配管も電気設備工事にて撤去すること。

1) 図中太線の機器は撤去とする。

特記事項

壁貫通(ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ)　



EXP.J（50）

1/200

Ｘ１０Ｘ１１Ｘ１４Ｘ１５Ｘ１６Ｘ１７Ｘ１８Ｘ１９Ｘ２０Ｘ２１Ｘ２２Ｘ２３Ｘ２４Ｘ２５Ｘ２６ Ｘ１２

Ｘ１３

54,000

3,
60
0 1
4,
90
0

3,
90
0
60
0

3,
80
0

1,
00
0

3,
60
0（GP16）緊急通報

EM－TKEE 0.5－10P（GP36）緊急通報【1階～3階】
EM－TKEE 0.5－50P　　　　緊急通報【1階～2階】
EM－EBT 0.5－2P×2　　　緊急通報【1階～2階】

EM－EBT 0.5－2P×2

222WP×4

222WP

222WP

222WP

EM－EBT 0.5－2P×2　　　緊急通報【1階～2階】
EM－TKEE 0.5－10P（GP22）緊急通報【1階～3階】

AE1.2-2C(G16)
ｽﾋﾟｰｶｰ

222WP

（GP16）緊急通報
EM－EBT 0.5－2P

222WP

ｽﾋﾟｰｶｰ
AE1.2-2C(G16)

EM－TKEE 0.5－10P（GP22）緊急通報【1階～3階】
EM－EBT 0.5－2P×2　　　緊急通報【1階～2階】

　　　旧館棟へ
撤去　EEF2.0-2Cｘ2(ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ含む)

撤去FCPEE0.5－100P（PF28）緊急通報

222WP

222WP

222WP

222WP×4

EM－EBT 0.5－2P×2

EM－EBT 0.5－2P×2　　　緊急通報【1階～2階】
EM－TKEE 0.5－50P　　　　緊急通報【1階～2階】
EM－TKEE 0.5－10P（GP36）緊急通報【1階～3階】

（GP16）緊急通報

3,
60
0

1,
00
0
3,
80
0

60
0

3,
90
0

14
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0

～
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Ｘ１２Ｘ２６ Ｘ２５ Ｘ２４ Ｘ２３ Ｘ２２ Ｘ２１ Ｘ２０ Ｘ１９ Ｘ１８ Ｘ１７ Ｘ１６ Ｘ１５ Ｘ１４ Ｘ１１ Ｘ１０

1/200

EXP.J（50）

AE1.2-2C(G16)ｽﾋﾟｰｶｰ

プルボックスから先を撤去する
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令和　　年　　月 A3 70.7%

1/200

～

東宇治中学校旧館棟解体工事

北立面図[改修後]

北立面図[改修前]

～～

AE1.2-2C(G16)ｽﾋﾟｰｶｰ

撤去　FCPEE0.5－100P（PF28、ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ含む）

EM－EBT 0.5－2P
（GP16）緊急通報

撤去　AE1.2-2C(ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ含む)

改修前後　本館棟　緊急通報設備等　北立面図
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撤去　ﾃﾚﾋﾞｹ-ﾌﾞﾙ　旧館棟へ

ｽﾋﾟｰｶｰｹ-ﾌﾞﾙ　旧館棟へ 

緊急通報ｹｰﾌﾞﾙ　旧館棟へ 
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Ｎ
Ｎ
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廊下

相談室

SGルーム

倉庫倉庫
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325 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500325

32,150

325 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500325

5､
00
0

5､000

2,300

UP

DN

廊下

休養室 休養室 普通教室 普通教室 普通教室
天井無し

天井無し

天井無し天井無し

相談室

天井無し 天井無し 天井無し（19）（18）（17）

１階 平面図　1/200 ２階 平面図　1/200

■
緊

内 Ｉ
■ ■

2P(MMA)

2P
(M
MA
)

2P(MMA)

■
緊

内 Ｉ
■ ■

2P(MMA)

2P
(M
MA
)

2P(MMA)

Ｉ

内

緊 安心ホン緊急通報装置

内線電話緊急通報装置

インターホン緊急通報装置

凡　例

緊急通報装置配線　接続機器

注）特記なき配管配線は下記の通り

2P(MMA)

■
緊

内 Ｉ
■ ■

2P(MMA)

2P
(M
MA
)

2P(MMA)■

2P
(M
MA
)

2P(MMA)

■

2P(MMA)

■
緊

■

2P(MMA)

2P
(M
MA
)

2P(MMA)■

Ｉ

内

■
緊Ｉ

■
内

2P
(M
MA
)

2P(MMA)

■

■

緊

2P(MMA)
内

2P(MMA)■

■
2P(MMA)

■
2P(MMA)

Ｉ

Ｉ

緊

内2P(MMA)2P(MMA)

2P(MMA)

CPEVｹｰﾌﾞﾙ0.65-2P（ﾒﾀﾙﾓｰﾙ）

FCPEEｹｰﾌﾞﾙ 0.5－10P（PF28）【1階～2階】 FCPEEｹｰﾌﾞﾙ 0.5－10P（PF28）【2階～3階】

FCPEEｹｰﾌﾞﾙ 0.5－10P（PF28）【1階～2階】

撤去

撤去

撤去

撤去

■は撤去※機器と配線の撤去を行う。

撤去

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修前　旧館棟　緊急通報1･2F平面図
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2) 配線配管も電気設備工事にて撤去すること。

1) 図中太線の機器は撤去とする。

特記事項

角型ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ

緊急通報ｹｰﾌﾞﾙ　本館棟より
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32,150
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廊下

普通教室 普通教室 普通教室

天井無し

天井無し 天井無し 天井無し（20） （21） （22）

Ｒ階 平面図　1/200３階 平面図　1/200
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2P
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)

2P(MMA)

■
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内 Ｉ
■ ■

2P(MMA)
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(M
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)

2P(MMA)

■
緊

内 Ｉ
■ ■

2P(MMA)

2P
(M
MA
)

2P(MMA)

FCPEEｹｰﾌﾞﾙ 0.5－10P（PF28）【2階～3階】

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修前　旧館棟　緊急通報3･RF平面図

28

2) 配線配管も電気設備工事にて撤去すること。

1) 図中太線の機器は撤去とする。

特記事項
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1/500

HUB

WP-EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ0.5-4P (CAT5E) 

WP-EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ0.5-4P (CAT5E)

WP-EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ0.5-4P (CAT5E)

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ14sq

架空

2FHUB

WP-EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ0.5-4P (CAT5E) 

UTP0.5-4P

UTP0.5-4P

1F ONU

2F HUB

ﾗｯｸ

Ｎ

EXP-J

E
X
P
-
J

E
X
P
-
J

EXP-J

物置
ｺﾞﾐ置場

敷地境界線

水路

倉庫

部室

敷地境界線

市立東宇治幼稚園

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

テニスコート

市
道
　
宇
治
五
ヶ
庄
線

正
門

道
路
境
界
線

水
路

敷地境界線

水路

UP

敷地境界線

EXP-J EXP-J

UPUP

敷
地
境
界
線

水
路

第２屋内運動場

渡り廊下

渡
り
廊
下

西昇降口

本館棟① 本館棟②

第１屋内運動場

室外機置場

室外機置場
渡り廊下

受水槽

室外機置場

東昇降口

新館棟③

新館棟②

便所

自転車置場

新館棟①

室外機

置場

室外機

置場
渡り廊下

技術棟

プレハブ

特別教室棟

AP

443WP

332WP

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

(B)

(A)

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

凡例

記号 名称

SS400*400*300WP

SS300*300*200WP

H2-9,R8K-60

仕様

1200×1200×1200,R8K-60ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ（強電）

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ（放送、自火報、警報で共用）

壁・床貫通補修

2FHUB

※ 破線細線は既存残置を示す。

※ 太線は撤去を示す。

1F HUB(8ﾎﾟｰﾄ)

ﾗｯｸ

WP-EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ0.5-4P (CAT5E) 

WP-EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ0.5-4P (CAT5E) ×2

AP

(A)

WP-EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ0.5-4P (CAT5E)

旧館棟

2F HUB(本館) → 2F HUB(旧館)

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ0.5-4P

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ0.5-4P 

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修前　構内情報通信網設備

29

2F HUB(本館) → 2F HUB(旧館)
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DN休養室 休養室 普通教室 普通教室 普通教室
天井無し

天井無し天井無し

相談室

天井無し 天井無し 天井無し（19）（18）（17）

１階 平面図　1/200 ２階 平面図　1/200

天井無し廊下 廊下

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修前　旧館棟　構内情報通信網設備1･2F平面図
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2) 配線配管も電気設備工事にて撤去すること。

1) 図中太線の機器は撤去とする。

特記事項

AP AP

■ ■

注）特記なき配管配線は下記の通り凡　例

AP 無線アクセスポイント EM-UTP　0.5-4P（ｺﾛｶﾞｼ）

EM-UTP　0.5-4P（ﾒﾀﾙﾓｰﾙ）

AP

■

AP

■

LAN×3 (PF16)LAN×2 (PF16)

LAN×2 (PF16)

※主装置、AP、LANを撤去して、解体が行えるようにする。　■は撤去

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ0.5-4P 

2F HUB(本館) → 2F HUB(旧館)

HUB収容箱　(800W×800H×150D)

角型ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ
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天井無し 天井無し 天井無し（20） （21） （22）

Ｒ階 平面図　1/200３階 平面図　1/200

AP AP

■ ■

AP

■

LAN×3 (PF16)

廊下 天井無し

東宇治中学校旧館棟解体工事
改修前　旧館棟　構内情報通信網設備3･RF平面図
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2) 配線配管も電気設備工事にて撤去すること。

1) 図中太線の機器は撤去とする。

特記事項



特記仕様書

○

○

○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ●

ＳＧＰ－ＶＢ

ＳＧＰ－ＰＢ (100A以下)

本工事施工については、監督員の指示により工事写真・しゅん工写真を撮り、提出する。

にしたがい、本工事請負金の内で施工する。

任じ、ただちに修理または良品と取替える。

せの上、その指示にしたがい施工する。

するにあたり、工程管理、品質管理、出来高管理、安全管理などを責任をもって行う。

受水槽および加圧給水ポンプ

汚水槽底勾配は、１／１５～１／１０以上であることを確認する。

ピット内･地中

ピット内･地中

　２）配管規格は、共通仕様書参照する。

〇

〇

〇

〇

(125A以上)

設　計 課　長 係　長 係 図　番縮　尺

A3

A2

工事名 図　名山 崎 設 計

一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也

令和　　年　　月

決
　
裁
　
欄

50
1/100 1/300

105m43210

特
　
記

設　計　番　号 設計年度

株式会社501/500 25m20151015m

一級建築士事務所京都府知事登録(06A)第02439号

M－
70.7%

01
―

機械設備工事特記仕様書-1

給　　水 排　　　水
給

湯

消

火

ガ

ス

冷

温

水

却

冷

水 媒

冷 ド

レ

ン

オ

イ

ル

屋

内

屋

外

引

込

汚

水

雑

排

通

気

屋

外

名　　　　　　　称

１．配管材料

ガス会社指定品

特　　　　　　　記 　１）内面ライニング管は、防食コア内蔵継手とする。

Ｉ．設計概要

工　事　名　称

工　事　場　所

工　事　期　間

建　物　概　要

設　計　申　請

工　事　種　目

Ａ．衛生設備工事

別途工事への

協力と調整

大　　　 　 便　 　　　 器

小　　　 　 便　 　　　 器

給　　水　　設　　備

引　　　　　 　 　　 　 込

排　　水　　設　　備

放　　　 　 流　 　　　 先

排　　　 　 水　 　　　 槽

給　　湯　　設　　備

消　　火　　設　　備

ガ　　ス　　設　　備

処　　　理　 　 方　 　 式　

工　　　事　 　 区　 　 分　

品番は、便宜上東陶機器の品番を使用する。

引込管口径　　　ｍ／ｍ 　※量水器口径　　　ｍ／ｍ　

ＬＰＧ

合併処理（別図による。）

防　　　振　 　 装　 　 置　

貯　　　 　 油　 　　　 槽

煙　　　 　 　　 　　　 道

空  調  機  器  設  備

空　　　調　 　 機　 　 器　

防　　　振　 　 装　 　 置　

配　　管　　設　　備

ダ　ク　ト　設　備

ダ　ク　ト　 の　 種　  別

ダ　ク　ト　 の　 材　  質

点　　　 　 検　 　　　 口

風　　量 　 測　  定　  口

換　　気　　設　　備

防　　　振　 　 装　 　 置　

換　気　機　器  の  種　別

ダ　ク　ト　 の　 種　  別

ダ　ク　ト　 の　 材　  質

点　　　 　 検　 　　　 口

風　　量 　 測　  定　  口

フ　　　　  ー　　　　  ド

グ　リ　ス　フ  ィ  ル　タ

排　　煙　　設　　備

排　　　 　 煙　 　　　 機

ダ　ク　ト　 の　 種　  別

自　動　制　御　設　備

○

○中　央　監　 視　 設　  備

自　動　制　 御　 方　  式

８００以上のチャンバーに取付

送風機入口に取付

（財）日本建築センターの性能評定を受けたものとする。

※別途電気工事　○本工事

計　　　 　 量　 　　　 器

冷媒用被覆銅管

施 工 基 準

諸 手 続

施 工 図 面

使 用 機 材

製 作 品 検 査

工 事 写 真

軽 微 な 変 更

完 成 引 渡

工 事 保 証

仮設電力料金等

現 場 の 納 ま り

施 工 管 理 責 任

メーカー標準品

　３）水道用硬質塩化ビニル管の内６５Ａ、１２５Ａ、２００Ａ、２５０Ａは、

ＪＩＳ・Ｋ・６７４２の規格外品とする。

（機械設備工事）

Ｂ．空気調和設備工事備　　考 備　　考

自 動 設 備 制 御 工 事

換 気 設 備 工 事

排 煙 設 備 工 事

する。万一設計図書について疑義あるときは必ず事前に監督員と打合せをしその指示にした

がう。

々それに合格した品質優良な新品とし、見本品、または製作詳細図を提出し監督員の承認を

受けた後、正式に発注、製作に着手する。

わたる自主検査をおこない、それに合格した後現場へ搬入する。監督員の指示のある場合は

立会検査を行う。

力するとともに、円滑な工事進捗が行われるよう調整する。

部数については、監督員の指示による。

を受け、合格した後に監督員の完成検査を受ける。

員より指示する）試運転データ、各種名札付キーをそえて引渡しを行う。

その機器の使用方法、注意事項などの説明書を取揃え、提出する。

給をを受ける場合は、必要な箇所に計量器を設け、しゅん工引渡し時に建築主立合のもとに

計量器を読みとり精算措置をとるものとする。また受電後、引渡しまでの電気基本料金およ

電気用用料金は本工事に含む。

身 障 用 器 具

陶 器 の 色

凍 結 防 止

器 具 取 付 高

消 火 設 備 の 種 類

水 道 分 担 金

水 源 の 種 別

ガ ス の 種 類

ガ ス 漏 れ 警 報 設 備

緊 急 遮 断 弁 シ ス テ ム

● ● のないものは※を適用する。）

空 調 器 ド レ ン ト ラ ッ プ

吹 出 口 ・ 吸 込 口 の 材 質

煙 感 知 器 連 動 ダ ン パ

レ タ ン ダ ク ト の 保 温

防 振 支 持 施 工

防 振 支 持 施 工

計 量 器

配 管 の 種 類

吹 出 口 ・ 吸 込 口 の 材 質

煙 感 知 器 連 動 ダ ン パ

防 振 支 持 施 工

排 煙 口 ・ 排 煙 ダ ン パ ー

ガ ス 配 管 施 工

を付けたものを適用する。　（ただし

延床面積階地下地上階数ＲＣ建物構造

年 月 日 ～ 年 月 日間）日（

計画通知 大規模建物事前協議 開発申請

瀬戸内規制省エネ法

防災計画 ビル管法 

衛 生 器 具 設 備 工 事

給 水 設 備 工 事

排 水 設 備 工 事

給 湯 設 備 工 事

消 火 設 備 工 事

ガ ス 設 備 工 事

熱 源 機 器 設 備 工 事

空 調 機 器 設 備 工 事

配 管 設 備 工 事

ダ ク ト 設 備 工 事

施工にあたっては、本工事にかかわる関係官公庁に関する一切の申請・協議書類作成ならび

に、手続きを遅滞なく行う。また、それに必要な費用はすべて請負人の負担とする。

施工にあたっては、現場着工前に必ず施工詳細図を作成して監督員の承認を受けた後に施工

本工事に使用する諸材料ならびに製作品は、諸取締規則ならびにＪＩＳ規格のあるものは各

使用諸製作品の完成に際しては、性能試験はもちろんのこと、形状・色彩についても細部に

工事を完成するために、密接に関係する別途工事については、請負人は別途工事の施工に協

設計図書に明記なくとも機能上・構造上当然必要と認められる軽微なものは、監督員の指示

工事完成に際しては、あらかじめ請負人が検査を行った後監督員に報告し所轄官公署の検査

引渡しに際しては、官公署その他許可書、検査証、およびしゅん工図（サイズ、部数は監督

各種機械にはその製作者、製作月日、機器番号などの標示を監督員指示の箇所に附し、別に

施工者は、工事完成後でも工事の不完全納入品の欠陥に起因する故障は、１年間保証の責に

工事用、試験用の電力、上水、燃料等諸費用は本工事に含む。建築主に帰属する設備より供

本設計図書は工事の大要をしめすものであるから、詳細・位置などについては監督員と打合

請負人は契約図書（施工基準にしめす）の内容の工事を完成するために施工計画を立て実施

Ⅲ．工事概要

衛　生　器　具　設　備

Ａ．衛生設備工事

Ⅱ．一般事項

Ⅳ．使用材料

熱　源　機　器　設　備

Ｂ．空気調和設備工事

燃料

機種

補機

温度計（熱源機器、空調機、ヘッダーの出入口）

圧力計（熱源機器、ポンプ、ヘッダーの出入口）

温度計（ＳＡ，ＲＡ，ＯＡ，のダクト）

高速ダクト

給　　　水　 　 方　 　 式

排　　　水　 　 方　 　 式

特　　　殊　 　 排　 　 水

給　　　湯　 　 方　 　 式

フラッシュ弁（ 節水型　　　　　　）

洗浄タンク　（

フラッシュ弁（

洗浄タンク　（ 標準型

標準型

防露型

センサー感知型

センサー感知型

密結型 分離型

　　　　　　　　）

　　　　　　　　）

バキュームブレーカー付

　　　　　　　）

あり（図示による。）

要（図示による。）

指定あり（図示による。）

白色カラー

共通仕様書による。

なし

不要

井戸

公共水道直結

受水槽および圧力水槽

本工事別途工事

受水槽および高架水槽

公共水道

汚水と雑排水

屋外

屋内 分流式

合流式

集合管　　　　　　　）合流式（

分流式

雑排水

汚水槽 雑排水槽 湧水槽 雨水槽

水路河川側溝公共下水道

公共下水道

公共下水道

最終会所にて汚水と合流別途建築工事雨水

汚水

雨水

し尿浄化槽（

し尿浄化槽（

　　　）

　　　）

水路

水路

河川

河川

側溝

側溝

中央式

局所式　　（ 都市ガス ＬＰＧ 電気 瞬間式 貯湯式）湯沸器

電気

都市ガス ＬＰＧ 灯油 特Ａ重油 Ａ重油

真空温水機 鋼板ボイラ セクショナルボイラ

煙管ボイラ 貫流ボイラ

空調熱源と兼用（ 空調工事 給湯工事）

ＦＲＰライニング

スラブ型 ※遠隔指示油量計タンク室型

躯体（ 本工事 別途建築工事）

モルタルライニング

ＳＵＳ４４４ クラッド鋼板 エポキシライニング

鋼板 ステンレス鋼板

（２）熱源機

（１）燃料

（３）貯湯槽

（４）貯油槽

（５）煙道

屋内消火栓（ スプリンクラー（ 補助散水栓）

移動式）

泡消火（

連結送水管

フードなど用簡易自動消火装置 消火器（ 本工事）別途

粉末消火（ 移動式）固定式

１号

二酸化炭素消火　（

固定式

連結散水 屋外消火栓

２号）

移動式）

固定式

低圧）中圧

ネジ工法 ＳＧＭ工法 溶接工法

なしあり（

別途電気工事）あり（本工事なし

本工事 別途電気工事）

ガス会社責任施工

本工事（ 躯体とも 別途工事

分離ばく気方式）単独処理（ 分離接触ばく気方式

躯体別途）

都市ガス（ガス種別

都市ガス 電気 Ａ重油特Ａ重油灯油

直焚吸収式冷温水機 スクリュー冷凍機

レシプロチラー（ 空冷 水冷 ヒートポンプ 冷房専用）

セクショナル鋼板真空温水機

貫流ボイラ 給湯熱源と兼用（ 空調工事 給湯工事）

冷却塔（ 解放型 密閉型）一式

製造者標準 スプリングユニット型

タンク室型 スラブ型 遠隔指示油量計

躯体（ 本工事 別途建築工事）

煙管ボイラ

鋼板 ステンレス鋼板

ファンコイルユニットエアハンドリングユニット

パッケージ型空調機（ 空冷 水冷 ヒートポンプ 冷房専用）

冷房専用）ヒートポンプルームエアコン（

スプリングユニット型

ＦＲＰ製（床置型）

製造者標準

冷温水

膨張

冷水 温水 冷却水 ドレン 給水 冷媒

蒸気（ 低圧 高圧） 油 熱源水

瞬間流量計（

全系統

熱源機器 空調機、ポンプの出口

機械室のみ

測定口のみ ○　　　　　　）

ヘッダー

８００以上のチャンバーに取付

空調機・送風機出入口（ＯＡ、ＥＡ含む。）に取付

低速ダクト 高速ダクト

鋼板 ステンレス鋼板 ビニル鋼板 ビニル板 グラスウール

スパイラルダクト ビニル管 保温・消音フレキ

アルミ製 鋼板製

遠方復帰型 手動復帰型

機械室のみ 全系統

不要 要（保温厚さ　※２５ｍｍ ５０ｍｍ）

ＧＨＰ

ルーフファン

逆火防止型

機械室のみ 全系統

遠方復帰型 手動復帰型

ステンレス製 鋼板製 一重 二重

アルミ製 鋼板製

スパイラル ビニル管

鋼板 ステンレス鋼板 ビニル鋼板 ビニル板 グラスウール

低速ダクト 高速ダクト

製造者標準 スプリングユニット型

給排気ファン 顕熱交換器 換気扇類 天井扇類全熱交換器

遠心型 軸流型

パネル式 ダンパー式

手動復帰型 全系統

ｍ2

優先順位は、１．現場説明書　２．本特記仕様書　３．図面　４．共通仕様書とする。

および、本仕様書、消防法、建築基準法、その他関係法令、添付図面、工事請負契約書

ならびに監督員指示にしたがい、関係官庁の規程により施工する。

配管用炭素鋼々管

ＳＧＰ（白）

配管用炭素鋼々管

ＳＧＰ（黒）

水道用亜鉛鍍鋼管

ＳＧＰＷ

硬質塩化ビニルライニング鋼管

ポリ粉体ライニング鋼管

耐熱用硬質塩化ビニル

ライニング鋼管　　　　ＨＴＬＰ

排水用硬質塩化ビニル

ライニング鋼管　　　　ＤＶＬＰ

りん脱酸継目無銅管

ＣＵＰ（Ｍ）

被覆銅管（Ｌ型）

ステンレス鋼管

ＳＵＳＰ

水道用硬質塩化ビニル管

ＶＰ（ＶＷ）

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管

ＨＩＶＰ

一般用硬質塩化ビニル管

ＶＰ

耐熱硬質塩化ビニル管

ＨＴＶＰ

排水用鉛管

ＬＰ（Ｄ）

内外面硬質塩化ビニル

ライニング鋼管　　ＳＧＰ－ＶＤ

外面ポリエチレン被覆鋼管

ＳＧＰ－ＰＳ

消火用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管

ＳＧＰ－ＶＳ

水道用ダクタイル鋳鉄管

ＣＩＰＷ

排水用鋳鉄管

ＣＩＰ　（メカニカルＪ）

耐火二層管

遠心力コンクリート管

ＨＰ

圧力配管用炭素鋼鋼管

（ＳＣＨ４０）ＳＴＰＧ

圧力配管用炭素鋼鋼管

（ＳＣＨ８０）ＳＴＰＧ

集合管継手

ＳＲＣ １階

井 水 設 備 工 事

 浄 化 槽 設 備

し尿浄 化槽 設備 工事

Ｓ

熱　　　源　 　 機　 　 器　

本工事は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修の機械設備工事共通仕様書（最新版）

○ ○ ○ ○ ○ ○

※ ○ ○

○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ ○ ○ ○ ○ ○

※ ○ ○ ○ ○

○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

※ ○ ○ ○ ※

※ ○ ○ ○ ○ ※ ※ ○

○ ○ ○ ※ ○

※ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ※ ○

○ ※ ○

○

○ ※

※ ○ ○

※ ○

※ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

※

○ ※ ○ ○ ○

○

○ ※ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ※ ○

○ ※ ○○ ○ ○

※ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ※

※ ○ ○ ※ ○

※ ○ ○ ※ ○ ○

○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ※ ○

○ ○ ○ ○ ○○ ○ ※ ○

○

○ ※ ○

※ ○ ○ ○

○ ※

○ ※ ○○ ○

○ ○

○ ○

○ ※ ○○ ○ ○

○ ※ ○ ○ ○

○ ※ ○ ○

○

○ ○

○ ※

○ ※ ※ ○ ○

○ ○ ○ ○○ ○ ○

○ ○○

○外壁ガラリ用チャンバーの保温 ※要（保温厚さ ２５ｍｍ）　○不要

○

○

床 暖 房 設 備

方 式

熱 源

○電子式　○電気式　○空気式

○

〇

〇 温水式電気式

○ 灯油　 ○ ガス　 非蓄熱式○業務用蓄熱　

宇治市五ケ庄池ノ浦３６－１

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（１）

（２）

（３）

撤 去 工 事

（４）

（５）

● ●

● ● ●

●

●

●

●

●

● ●

●

● ●

●

● ●

撤 去 工 事

●工 事 概 要 図示の器具類及び配管、ダクトを撤去する。

備 考

　　　　　　７５　　　　　　　　　　　７５

(既設)

●

● 発熱量※10,7500kcal／N・m3●

● ●

● ●

●

●

● ●

● ●●

〇

〇

〇

〇

●

東宇治中学校旧館棟解体工事

東宇治中学校旧館棟解体工事

令和 令和
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燃材で作るか、建設省告示第１４２２号の基準による。

地中埋設管の標示杭は、監督員の指示により施工する。

地中及びコンクリート埋設部は腐食防止対策として、防食テープを施す。

給水管防凍のための措置として　屋外埋設管は凍結深度以下に埋設し、室内については室内暖房による。

流し、手洗い、便器等の給水栓に講じる逆流防止方法については、あふれ面と水栓の開口部との垂直距離を

給水管に講じたウォーターハンマー防止のための措置として、管径を大きくして流速を小さくする。

各衛生器具にＪＩＳ規格による排水トラップを設置する。

　床排水トラップ：A-4002・浴槽ユニット：A-4421・陶器類：A-5207

防火区画及び界壁を貫通する排水管は耐火テープ（フィブロック認定品）にて処理する。

※

※

○

※

※

○

※

※

※

※

○

※

※

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

※

○ ○

○

○

○

※

○○

○

○

○

○

○

○

１６．

１７．

１８．

１９．

２０．

２１．

１１．

２．建築基準法施行令第１２９条の２の５、第１項７号に該当する防火区画を貫通する管は、貫通前後１ｍを不

●

●

●

●

●

●

●

●

●

適当に保つ。

川重冷熱工業・ＩＨＩ汎用ボイラ・高尾鉄工所・ヒラカワ

川重冷熱工業・よしみね・日本サーモエナー

昭和鉄工・巴商会・ネポン・前田鉄工所

昭和鉄工・高尾鉄工所・日本サーモエナー・ヒラカワ・前田鉄工所

川重冷熱工業・巴商会・ネポン

荏原冷熱システム・トレインジャパン・ダイキン・三菱重工

ダイキン・日立アプライアンス・三菱重工

神戸製鋼所・日立アプライアンス・前川製作所

荏原冷熱システム・川重冷熱工業・三菱重工

荏原冷熱システム・川重冷熱工業・三菱重工

日立アプライアンス・矢崎総業

荏原冷熱システム・空研工業・日本スピンドル製造・日本ＢＡＣ

三菱樹脂インフラテック

ダイキン・日立アプライアンス・三菱電機住環境システムズ

ダイキン・東芝キャリア・日本ピーマック・三菱電機

木村工機・クボタ・昭和鉄工・新晃工業

木村工機・新晃工業・昭和鉄工・ダイキン

荏原製作所・テラル・パナソニックエコシステムズ

東芝ライテック・パナソニックエコシステムズ・三菱電機住環境システムズ

エービーシー商会・タクマ・テラル・日本フレクト

バーインターナショナル

パナソニックエコシステムズ・三菱電機住環境システムズ

進和テック・ニッタ・日本バイリーン・ミドリ安全

クラコ・ホーコス

有馬工業・協立エアテック・空研工業

島倉鉄工所・セイナン製作所・ベルテクノ・森松工業・ホーコス

ＪＦＥスチール・新日鉄住金・大同鋼板

アズビル・ジョンソンコントロールズ

荏原製作所・川本製作所・テラル

荏原製作所・川本製作所・テラル

ＴＯＴＯ・ＬＩＸＩＬ

小島製作所・ダイドレ・中部コーポレーション・長谷川鋳工所・福西鋳物

アイエス工業所・ＦＭバルブ製作所・ＴＯＴＯ

愛知時計電機・アズビル金門

下田エコテック・ダイドレ・ホーコス

積水アクアシステム・三菱樹脂インフラテック

ベルテクノ・森松工業

新日鉄住金・ＪＦＥスチール

シーケー金属・日立金属・日本鋼管継手・リケン

小島製作所・ダイドレ・日立金属

クボタ・小島製作所・ベンカン

新日鉄住金・積水化学工業・三菱樹脂・多久制作所

新日鉄住金・積水化学工業・三菱樹脂・多久制作所

ＵＡＣＪ銅管・古河電気工業・コベルコマテリアル

多久製作所・東洋フィッティング

ＵＡＣＪ銅管・古河電気工業・コベルコマテリアル

日鉄住金ステンレス鋼管・日本金属・ＪＦＥスチール

旭有機材工業・クボタシーアイ・積水化学工業・三菱樹脂

エーアンドエーマテリアル・昭和電工建材・フネンアクロス

栗本鉄工所・帝国ヒューム管・日本ヒューム管・ゼニス羽田

ベン・三吉バルブ・ヤマトバルブ・ヨシタケ製作所

石崎製作所・巴バルブ・キッツ

タニコー・中西製作所・日本調理機・フジマック

ＴＯＴＯ・ＬＩＸＩＬ・日本イトミック

ＡＭＣ・川重防災工業・セントラルユニ

Ｄ

Ｒ

ＲＲ

Ｒ

Ｏ

Ｅ
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ＨＲ

Ｈ

ＣＤＲ
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Ｃ
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ＣＨ
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ＳＲ

Ｓ

Ｇ

Ｓ

Ｘ

Ｓ

Ｈ

R

M

S

T

T

VD FD

SFD

ＸＳ

ＸＢ

Ｆ

ＯＲ

ＯＶ

 ＣＯ2

品　　　　　名

炉 筒 煙 管 ボ イ ラ ー

水 管 ボ イ ラ ー

セ ク シ ョ ナ ル ボ イ ラ ー

鋼 板 製 ボ イ ラ ー

真 空 式 温 水 機

無 圧 温 水 機

タ ー ボ 冷 凍 機

レ シ プ ロ 冷 凍 機

ス ク リ ュ ー 冷 凍 機

吸 収 式 冷 凍 機

吸 収 式 冷 温 水 機  (大 型 )

吸 収 式 冷 温 水 機  (小 型 )

冷 却 塔

パ ッ ケ ー ジ 型 エ ア コ ン

水熱源ヒートポンプエアコン

空 気 調 和 機

フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ ト

送 風 機

換 気 扇

全  熱 交 換 器 （ 大 型 ）

全  熱 交 換 器 （ 小 型 ）

エ ア ー フ ィ ル タ ー

電 気 集 塵 機

グ リ ー ス フ ィ ル タ ー

加 湿 器

吹 出 口 ・ 吸 込 口 類

ダ ン パ ー 類

圧 力 容 器 お よ び 製 缶 類

プ レ ー ト 熱 交 換 器

亜 鉛 鉄 板

自 動 制 御 機 器

ポ ン プ

水 中 ポ ン プ

衛 生 器 具

排 水 金 具 お よ び 鋳 鉄 蓋 類

ボ ー ル タ ッ プ

量 水 器

グ リ ー ス ト ラ ッ プ

樹 脂 製 槽 類

ス テ ン レ ス 製 水 槽

水道用鋳鉄管および異型管類

鋼 管

鋼 管 用 異 型 管 類

排 水 異 形 管 類

集 合 管 継 手 類

ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管

同 上 用 異 型 管 類

鉛 管

銅 管

銅 管 用 異 型 管

被 覆 銅 管

ス テ ン レ ス 鋼 管

同 上 用 異 型 管 類

耐 火 二 層 管

ヒ ュ ー ム 管

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管

弁 類

スモーレンスキーチャッキ弁

フ レ キ シ ブ ル 継 手

フ レ キ シ ブ ル (ゴ ム ）

ス パ イ ラ ル ダ ク ト

消 火 栓 お よ び 器 具 類

特 殊 消 火 設 備

排水用鋳鉄管および異型管類

厨 房 機 器

電 気 湯 沸 器

医 療 ガ ス 配 管

製　　　　　作　　　　　所

排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　Ⅷ．メーカーリスト

川重冷熱工業・昭和鉄工・巴商会・前田鉄工所

新晃工業・日立製作所・三菱電機・ミドリ安全

ウェットマスター・エアーマティック・ピーエス工業

有馬工業・協立エアテック・空研工業

アルファラバル・クロセ・日阪製作所

クボタ・栗本鉄工所・杉中工業

クボタ・栗本鉄工所・長谷川鋳工所

積水化学工業・クボタ・三菱樹脂　

木村化工機・大同鉛化工機・ニチエン化工・芳沢鉛錫　

日本ヴィクトリック・ベンカン・リケン

キッツ・東洋バルヴ・巴バルブ・フシマン

オクダソカベ・トーフレ・日本ベロー工業・ヨシタケ製作所

東洋ゴム工業・特許機器・ブリジストン・横浜ゴム化成

栗本鉄工所・フジモリ産業

北浦製作所・立売堀製作所・ヤマトプロテック・横井製作所

川重防災工業・ニッタン・ノーミ・初田製作所・ホーチキ・ヤマトプロテック

小 口 径 桝

ガ ス 湯 沸 器

プ ロ パ ン ガ ス 発 生 装 置

さ く 井 工 事

岩谷産業・矢崎総業

大阪ガス・ノーリツ・パーパス・パロマ・リンナイ

アロン化成・積水化学工業・タキロン・前澤化成工業

ｄ．火気使用室の排気ダクトには必ず断熱材ロックウール（t=50mm）を施す。

ｆ．各配管施工区分は建築意匠図を確認の上施工する。

モルタル、ロックウールなどにて穴埋を行い、補修を行う。（建築基準法第１１２条１５項）

３．建築省告示第１３８９号による耐震施工をおこなう。

１３．試運転調整に際しては、次のデータを提出する。

１４．外壁ベントキャップ・フード類はすべて防虫網付とする。

１５．外気取り入れ(給気)ダクト系統には必ずＯＡフィルターを設ける。

５．予備品を次のとおり引渡時に引渡す。

ｃ．消火管は、屋外露出部のみ防凍被覆（ポリスチレンフォーム２５ｍｍ）をほどこす。他は保温しない。

ａ．保温材は、配管ダクトについてはポリスチレンフォーム、排煙ダクト・機器・煙導については

　　ロックウールとする。ただし、屋外およびピット内にあっては保温防露材をポリスチレン

　　フォームと読みかえる。

　　工具一式、工具箱（ドライバー、モンキーレンチ、組スパナー、ハンマー）、ボンテン大・小各１、

　　掃除口キー、マンホールフック、その他監督員の指示による。

　　Ｖ．保温・防露・防食・塗装・消音内貼り

　　１．保温材の厚さ

配管等の種別

給排水管

給湯管

冷温水管

冷却水管

ドレン管

冷媒管

低圧蒸気管

ダクト（往）

ダクト（返）

排煙ダクト

機　　　器

煙　　　導

　　２．特　　　記

１５ ２０ ２５ ３２ ４０ ５０ ６５ ８０ １００１２５ １５０ ２００ ２５０３００ ３５０

２０

２０

２５ ４０ ５０

２５ ４０ ５０

５０３０ ４０

２０ ２５

２５ ４０ ５０

２５ ３０ ４０ ５０

２０

５０

７５

※共通仕様書による。○製造者標準仕様

　　１）表面仕上材（保温材のある場合）

区　　　　　　分

配

管

ダ

ク

ト

屋内露出

天井・シャフト内

床下ピット内

屋外露出

機械室内（メイン）

機械室内（サブ）

屋内露出

天井・シャフト内

屋外露出

機械室内（メイン）

機械室内（サブ）

　　２）表面仕上材（保温材のない場合）

コンクリート内

地中埋設

ビニル管

金属管

屋内露出

機械室内

配

管

ト

ク

ダ

　　３）特　　　記

ａ．特記なき事項は共通仕様書による。

　　４）消音内貼

室　　　　　名 Ｎ　　Ｃ　　値 室　　　　　名 Ｎ　　Ｃ　　値

記　　　　号 名　　　　　称 記　　　　号 名　　　　　称

仕　　　　上　　　　材

　　３．施工方法および仕上材

ｄ．冷却水管は、天井内のみ保温する。（年間運転の場合はすべて保温施工）

ｅ．冷媒管は、メーカー標準セット仕様とするも、屋外露出部は上記仕上材指定による。

６．凍結のおそれのある場合の地中埋設配管の埋設深度は、凍結深度（　　　　ｍ）以下とする。

１２．屋外設置の機器類、支持金具のアンカーボルト・ナットはステンレス製とする。

ｂ．コンクリート内の給排水管は、保温を行わない。ただし、給湯の場合は被覆管とする。

７．給湯、温水、蒸気配管は、伸縮を考慮して、必要な箇所に複式ベローズ型伸縮継手を取付ける。

８．配管中、空気溜りのおそれのあるところには、適宜空気抜弁を設ける。

９．異種金属配管の接合部には、電食防止継手を用いる。

名　　　　　　　称

５Ｋ

１０Ｋ

１０Ｋ

１０Ｋ

１０Ｋ

耐　　圧 呼 　　径 材　　　　質 備　　　　考

５０Ａ以下

６５Ａ以上

６５Ａ以上

５０Ａ以下

５０Ａ以下

６５Ａ以上

５０Ａ以下

６５Ａ以上

　青銅製

　鋳鉄製

　青銅製

　青銅製

　鋳鉄製

　鋳鉄製

３．フレキシブルジョイント・伸縮・防振継手

ステンレス製

ゴ 　ム 　製

管径

全長

３２～５０

管径

全長

伸 　　 縮 　　 継 　　 手

防 　　 振 　　 継 　　 手

パ イ プ サ イ レ ン サ  ー

４．特　　　　記

　伸縮継手は、すべて複式ベローズ型とする。

　　　弁類は、１０Ｋとする。

　　　たものとする。

　防振継手は、ベローズ型または合成ゴム製とする。

１０Ｋ

ゲ ー ト 弁

ボ ー ル 弁

玉 形 弁

バ   タ  フ  ラ  イ   弁

チ　  ャ　 ッ　  キ　 弁

フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン ト

１０．機器・配管・ダクトには、管理上必要と思われる箇所（監督員の指示による）に、系統名、管種、流れ方向

矢印などの文字入れ、および色分けを行い、バルブ、ダンパには「常開」「常閉」などの名札を取付ける。

４．主要室の許容騒音値（ＮＣ値）は、次のとおりとする。

１．配管、ダクトなどの壁、床などを貫通する箇所の開口部の補修は、防火・遮音を考慮し、配管後すみやかに

スファルトルーフィング下地）

錆止めの上ＯＰ２回塗り

　流水の脈動呼吸のためのパイプサイレンサーは、特記する部分に取付ける。

　１）直圧管、揚水ポンプに附属する弁、および静水頭５ｋｇ／ｃｍ2を越える

　２）チャッキ弁は、スモレンスキー型またはウォーターハンマー防止を考慮し

２５以下

３００以上５００以上 ７５０以上

２００以下

１０００以上

１００以上

７００以上５００以上

４０以下

３００以上

６５ ～ １５０

５０ ～ ８０以下

２５（屋外　）５０

２５（屋外　）５０

２５（いんぺい部のみ）

露出部のみＯＰ２回塗り

防蝕テープ巻　

防食テープ巻 ペトロラタム コールタールエナメル塗装（油管）

Ｐ２回塗り

Ｐ２回塗り

アルミ箔の上金網締め

ジュートアスファルト

ステンレス鋼板

綿布巻の上塗装２回塗り

綿布巻の上塗装２回塗り

鋼枠の上化粧ボード塗装仕上

アルミ箔の上金網締め

ステンレス鋼板

綿布巻の上塗装２回塗り

綿布巻の上塗装２回塗り

アルミガラスクロス

アルミガラスクロス

カラー鉄板 亜鉛鉄板の上塗装２回塗り（いずれもア

アルミガラスクロス

綿布巻の上塗装２回塗り

アルミガラスクロス

アルミガラスクロス

亜鉛鉄板の上塗装２回塗りカラー鉄板

アルミガラスクロス

綿布巻の上塗装２回塗り ビニルテープ巻

防蝕テープ巻

温湿度データデータ

吹出口・吸込口・送風機出口・主要分岐ダクトの風量データ 末端水栓からのサンプリングによる水質

２．弁類 　　Ⅸ．凡　　　　例

　　Ⅵ．その他特記事項

給水管（上水）

井水管

給水管（鋳鉄管）

給湯管（往）

給湯管（還）

雑排水管

汚水管

通気管

屋内消火栓管

連結送水管

連結散水管

スプリンクラー配管

炭酸ガス消火管

泡消火管

ガス配管

蒸気管（往）

蒸気管（還水）

軟水配管

冷温水管（往）

冷温水管（還）

冷水管（往）

冷水管（還）

温水管（往）

温水管（還）

冷却水管（往）

冷却水管（還）

膨張管

オイル配管（往）

オイル配管（還）

オイル通気管

冷媒配管（往）

冷媒配管（還）

冷媒配管キット

ドレン管

弁類（TV, BV，SV，BAV）

ストレーナー

Ｙ型ストレーナー

伸縮継手（Ｓ．Ｄ）

防振継手

フレキシブル継手

水栓類（水・湯・混合）

洗浄弁

排水トラップ（床・流し）

床上掃除口

ため桝

インバート桝

屋内消火栓（ホ－ス格納箱付）

連結放水口（格納箱付）

連結放水口（ホ－ス格納箱付）

併設型屋内消火栓（　〃　）

屋外消火栓（　〃   ）

アラーム弁

送水口

三方弁装置

二方弁装置

減圧弁装置

電動弁装置

電磁弁装置

温調弁装置

トラップ装置

風量調節・防火ダンパー

防煙ダンパー

ベンドキャップ

送気ダクト

還気ダクト

排煙ダクト

ｃ．排気ダクトは外壁より１ｍを保温する。

ｂ．外気取り入れ(給気)ダクトは、すべて保温する。

内貼材は、グラスウール３２Ｋ，ガラスクロス押え（吹出口ボックス、ＲＡチャンバー、

消音エルボ類は２５厚、ＳＡチャンバー類は５０厚）とし、内貼部分の保温は行わない。
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【旧館棟】
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03東宇治中学校旧館棟解体工事
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80(2階天井露出)
R7年度工事

40(露出)

切断　キャップ止め

切断　キャップ止め

現状雨水側溝に放流

詳細図参照

スロープ　1/12

EXP.J(40)

20 2020

50
50

100

100（露出）

20 2020

50
50

100

100（露出）

20 2020

50
50

100

40（露出） 100（露出）

40（露出）

100

40（露出）

25（露出）75

手洗場

手洗場　3階平面詳細図　1/30

手洗場　2階平面詳細図　1/30

手洗場　1階平面詳細図　1/30

床上換気口（SUS製）を示す

Ｎ

Ｃ

展開方向 ＢＤ

Ａ
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1/100
【旧館棟】
【解体・撤去】2階給排水平面図

04東宇治中学校旧館棟解体工事
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①

②

★

④

③

衛生設備　旧館棟　１階便所　詳細図

＜撤去図＞

番号

小口径桝２００φ

小口径桝２００φ

－ １００

１５０

１５０９５０

防護蓋共

防護蓋共

防護蓋共

① 小口径桝２００φ １００ 防護蓋共９０Ｌ９００

②

③

④

－１２５

－１３０

－１３５

－１２５

８９０

９２０ ４５Ｙ

４５Ｙ

防臭桝　３００φ

撤去

撤去

撤去

撤去

名 称 設置地盤高(mm) 管底深さ(mm) 形 状 主管径 備考

桝リスト

便所内すべての機器・配管を撤去する

　　　　　：既設配管の切断接続箇所を示す。

　　１．

　注記

　　２．

　　３．

　　４．

　　５．

　　６．

★

設　計 課　長 係　長 係 図　番縮　尺

A3

A2

工事名 図　名山 崎 設 計

一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也
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一級建築士事務所京都府知事登録(06A)第02439号
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70.7%

1/50
05

【旧館棟】
【解体・撤去】衛生機器リスト・1階便所平面詳細図

東宇治中学校旧館棟解体工事

雨水桝 450□

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋共
新設

既存12桝
H＝2700

-900

-890

既存図データー　S58新館棟増築・旧館棟昇降口（設備図）

既存埋設配管250A残置

-950

-920

既
存
埋
設
配
管
2
5
0
A

ＵＳ８００ＣＥ－ＶＥ
(低リップ･タ－ゲットマ－ク入り)

(AC100V)，T64CP：壁ﾌﾗﾝｼﾞ
自動洗浄壁掛小便器

洗面器(カウンター式) TL594AFZ：立水栓，T6BMP：排水金具，TL4CU：ｱﾝｸﾞﾙ形止水栓，

TS126BDR：水石鹸入れ，

TS126BDR：水石鹸入れ，

TL516GR：ﾌﾞﾗｹｯﾄ

TL516GR：ﾌﾞﾗｹｯﾄＬ５４６Ｕ

Ｌ５４６Ｕ洗面器(カウンター式) TENA41A：自動水栓(単水栓・AC100V)，T7PW1：Pﾄﾗｯﾌﾟ，

Ｃ７５５ＶＣＵ和風大便器(掃除口付) TV552R：床給水ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ，TSF290BR：ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ配管ｾｯﾄ，T82CR32：ｽﾊﾟｯﾄﾞ，YH117：紙巻器

和風大便器用ＨＧＳ７５５ＶＣ耐火カバー

洗 面 器 Ｌ２６０ＣＭ TEN77G1：自動水栓(単水栓・AC100V)，T7PW1：排水金具，TS126ADR：水石鹸入れ，TL220D：ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ

掃 除 流 し TK22：ﾘﾑｶﾊﾞｰ，T23AEQ20：給水栓，TN114：給水ﾎｰｽ，T9R：ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ，T37SGEP：SﾄﾗｯﾌﾟＳＫ２２Ａ

横 水 栓

擬 音 装 置

Ｔ２３ＢＮＲ１３

ＹＥＳ４００ＤＲ 露出ﾀｲﾌﾟ(乾電池ﾀｲﾌﾟ)

(通気用)ベントキャップ 換気用　ｽﾃﾝﾚｽ製ﾌｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ100φ

新 設 衛 生 器 具 リ ス ト

名 称 品 番 附 属 品

ＣＳ４６５洋風大便器 TC301：普通便座，HP430-7：床ﾌﾗﾝｼﾞ，YH117：紙巻器TV560CPV1：押しﾎﾞﾀﾝ式床給水ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ， １ ４ １ ４ １０
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衛生設備　旧館棟　２階便所　詳細図

＜撤去図＞
　　４．

　　３．

　　２．

　　１．

　注記

　　４．

　　３．

　　２．

　　１．

　注記

　　５．　　５．

　　６．

　　７．

　　８．

便所内すべての器具・配管を撤去する

設　計 課　長 係　長 係 図　番縮　尺
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【旧館棟】
【解体・撤去】2階便所平面詳細図

06東宇治中学校旧館棟解体工事
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予備フィルタ－共

予備フィルタ－共

ヤンマー　YZHP160M

ヤンマー　YZHP140M

ガスエンジン　パッケ－ジエアコン 1φ×200V

　　天井吊露出型　　屋内機

62W
ＧＨＰ

リモコンスイッチ、
56 １5.6 6.3 106 106 25.0 12.7  6.35

予備フィルタ－共

960  680  195

ヤンマー　YZHP56M

予備フィルタ－共

リモコンスイッチ共
１電気式パッケ－ジエアコン

予備フィルタ－共

リモコンスイッチ共
１

AC
電気式パッケ－ジエアコン

　　天井吊露出型　　屋内機・屋外機

予備フィルタ－共

リモコンスイッチ共
AC 電気式パッケ－ジエアコン

　　天井吊露出型　　屋内機・屋外機

3

1
AC

　　ルームエアコン　　屋内機・屋外機

パナソニックＣＵ－Ｈ２２９Ａ

ダイキン　ＰＴＹＪ４０ＬＶｘ１台

28型

12.7  6.35

30.0 9.52  6.35 ３

37.0

9.52  6.3524.0

780  290  510

800　300　620

690　255　540

2

コンクリ－ト基礎

ヤンマー　YDZP560H1NB

３

４

８

ＥＸ－２０ＥＫ６-Ｃ三菱型番

設　計 課　長 係　長 係 図　番縮　尺
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M－
【旧館棟】
【解体・撤去】空調換気機器表

―

―
07東宇治中学校旧館棟解体工事

記　号
冷房能力 暖房能力 圧縮電動機 送風電動機

冷房 暖房

製　　品

Ｗ×Ｄ×Ｈ

本体寸法(mm）
台数

(KW） （φ　ｖ）

電　源

　重量（kg）

設 置 場 所
運転電流

備 考
(KW/h） (KW/h） (KW）

冷媒管

(ｍ/ｍ)

名　称 型　式
燃料燃料

（KW）冷房 （KW）暖房MAX（Ａ）

消費電力（W）

機　器　表

羽根径

(cm）

送風量

(m3/h）

送風電動機

(W）

記　号 名　称 型　式 台数 設 置 場 所 備 考

１　ガスエアコン屋外ユニットは、防振ゴム　敷きとすること。

註記

７　天井吊の機器等において、インサート金物と機器、配管との距離が３００mm以上長い場合は

６　集中管理コントロ－ラ類は、１階職員室に設置のこと。

２　室内リモコンスイッチは　機能集約　リモコンスイッチとする。

10　フィルタ－の予備は室内機器と同数を納品する。

８　屋外ユニットコンクリ－ト基礎、ネットフェンス共。

　　（運転　停止　温度設定　風量切換）

５　ＯＮ、ＯＦＦコントロ－ラ－　４基取付のこと。結線、調整共。

11　屋外ユニット渡り操作線延長が長い為、ＮＥＴ拡張アダタ－が必要。

３　集中管理コントローラ　1基、 スケジュ－ルタイマ－　1基取付のこと。

　　　形鋼にる振れ止め金具を行うこと。

９　遠隔監視用スカイリモ－トアダプタ－、ブラケットを取り付けの事。

４　メ－カ－により拡張アダプタ－等必要に応じ取り付けること。

ガスエンジン　パッケ－ジエアコン

　　天井吊露出型　　屋内機

1φ×200V 15.88  9.5214.0 16.0 253 253130W 38.0
ＧＨＰ
140

リモコンスイッチ共

1φ×200V 15.88  9.52253 253130W 38.016.0 18.0ガスエンジン　パッケ－ジエアコン

　　天井吊露出型　　屋内機

ＧＨＰ
160

リモコンスイッチ共

1590  680  195

1590  680  195 ３

３

３階　普通教室

２階　普通教室

１階休養室

１階来客室

１階SCルーム

１階相談室
休養室

参考品番

ガスエンジン　パッケ－ジエアコン

　　ビルマルチ型　屋外機

3φ×200V56.0 63.0 0.37Ｘ2 28.6  15.9 46.9 46.21.07KW 1.02KW

Ｘ２

860

Ｘ２

3.32ＧＨＰ
1120

Ｘ２ Ｘ２ Ｘ２ Ｘ２ Ｘ２ Ｘ２ Ｘ２ Ｘ２Ｘ２

屋外機　ツインタイプ地上1690  800  2170 ２組

参考品番

Ｆ-１ 壁付換気扇　　24時間換気対応

　　窓枠取り付け格子タイプ

　　電気シャッタ－付

　　強、弱スイッチ共

25 860

445

40.0

14.0

普通教室他 ＥＸ-２５ＳＣ２型

ｽﾃﾝﾚｽ製ｳｪｻﾞ-ｶﾊﾞ-P-25CVS4型

防虫網　P-25KSP2型

強弱スイッチ　P-04SWL型

　　は電気工事業者に支給

壁付換気扇　　24時間換気対応

　　窓枠取り付け格子タイプ

　　電気シャッタ－付

　　強、弱スイッチ共

25 40.0

14.0

SCルーム
相談室他

ｽﾃﾝﾚｽ製ｳｪｻﾞ-ｶﾊﾞ-

防虫網

コントロールスイッチ
Ｆ-２ 755

390

　　窓枠取り付け格子タイプ

　　電気シャッタ－付

14.0

ｽﾃﾝﾚｽ製ｳｪｻﾞ-ｶﾊﾞ-

防虫網

コントロールスイッチ390

Ｆ-３
1階・2階便所

壁付換気扇

　　スイッチ共

40020 13.5

パネル開口寸法　350WＸ390Ｈ

室内外操作線

冷媒用被覆銅管(液)10t

室内外操作線

保温厚

ガス管　１０MM

液管　１０MM
(屋外露出)ＳＵＳ巻き

(屋内露出)カラ－鉄板巻き

(天井内)アルミガラスクロス

ポリエチレンフィルム

冷媒用被覆銅管(ガス)10t

保温、断熱断面図　（冷媒管のみの場合）
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【旧館棟】
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08東宇治中学校旧館棟解体工事
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【旧館棟】
【解体・撤去】1階・2階空調平面図

09東宇治中学校旧館棟解体工事
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【旧館棟】
【解体・撤去】3階・R階空調平面図

10東宇治中学校旧館棟解体工事
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既設24時間換気扇 既設24時間換気扇既設24時間換気扇

Ｆ-１

24時間換気対応

ｘ3

注記

１　リモコンスイッチは本工事。

２　取り付け、結線、調整は本工事。

３　リモコン管路、配線は電気工事。

24時間換気対応 24時間換気対応
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【旧館棟】
【解体・撤去】1階・2階換気計装平面図

11東宇治中学校旧館棟解体工事
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Ｆ-１

24時間換気対応

ｘ3

注記

１　リモコンスイッチは本工事。

２　取り付け、結線、調整は本工事。

３　リモコン管路、配線は電気工事。
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【旧館棟】
【解体・撤去】3階・R階換気計装平面図

12東宇治中学校旧館棟解体工事
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普通教室　 平面、断面詳細図　　1/50

室内機据付 断面図　　　1/30

注記

２　吊ボルトの露出部分はビニル管等で化粧さや管をすること。

１　冷媒管の室内露出配管の保温はカラ－鉄板巻き。
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【解体・撤去】施工標準図（参考図）
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平面図

空調機リモコンスイッチ・換気スイッチ取付要領図

断面図

1
,
50
0
以
下

3
,6
0
0

ＳＬ

２４時間換気

入 切

弱 強

カギ付

溝形鋼(SUS製)

130ｘ65ｘ6t

溝形鋼(SUS製)

Uﾎﾞﾙﾄ9φ(ﾅｯﾄ,ﾜｯｼｬ-共) SUS製

130ｘ65ｘ6t

L

外壁立配管支持

冷媒立管

ＳＬ

室外側立面図 室外側立面図

冷媒管新設アルミパネル３ｔ

（建築工事）

ＳＬ

新設アルミパネル３ｔ

1
,
50
0
以
下

（建築工事）

ドレン管

ＳＬ

ドレン立管

注記事項

１．Ｈ＝３００以下は振れ止め金具不要とする

２．照明器具との離隔は、５００mm以上確保すること。

室内外操作線

冷媒用被覆銅管(液)10t

室内外操作線

冷媒用被覆銅管(ガス)10t

(天井内)アルミガラスクロス

(屋内露出)カラ－鉄板巻き

(屋外露出)ＳＵＳ巻き

保温、断熱断面図　（冷媒管のみの場合） 保温、断熱断面図　（冷媒管・ドレン管共巻きの場合）

室内外操作線

保温付ドレン管

冷媒用被覆銅管(液)10t

室内外操作線

冷媒用被覆銅管(ガス)10t

(天井内)アルミガラスクロス

(屋内露出)カラ－鉄板巻き

(屋外露出)ＳＵＳ巻き

空調機

（室外機） ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄ

面取を施す事

（室外機）空調機

500

50
0

①

②①

③ ③ ③ ③

150

×１個

×１個

NP

NPNP

NP NPNP NP

GLGL

室内機据付 　　断面図　1/30 室内機据付 　　断面図　1/30１ ２ ３

４ ６

７ ８

サッシ貫通部分参考図

室外機基礎参考図（地面設置の場合）

配管支持架台参考図

浸透桝　参考図

冷媒管保温、断熱・制御線共巻参考図

９

PE

室外機周り断面参考図 FEP(埋設配管)参考図

５
集中コントローラー盤参考図

オネジアンカーM-10

ＳＬ

ＦＬ

ダブルナット

大梁下場

室内機

2点止め

Ｗ

ＳＬ

ＦＬ

1,000

678.4

大梁下場

オネジアンカーM-10

x２ヶ所

75

100

75

オネジアンカーM-10

1
9
5

x2ヶ所

300200 300 200

3
0

500以上

室内機

Ｈ

50

400

400

200

ＶＵ管　200φ

基礎砂(散砂)

切込砕石（再生砂）

小口径桝蓋

樹脂製　200φ

ドレン管

ＧＬ

5040

G

G

G

50

R5R7

R7

GL

冷媒管

ステンレス巻き

GL

ｽﾃﾝﾚｽ製

Ｌ＝50Ｘ50Ｘ6

ﾌﾞﾗｹｯﾄ鋼製架台

ケミカルアンカ－止め

ガス栓25 Ｘ2

強化ｶﾞｽﾎ-ｽ接続共

本工事

新設ｺﾝｸﾘ-ﾄ基礎

H＝200

冷媒管

屋外機

ＧＬ

冷媒管

端末ﾌﾞｯｼｭ

Ｒ

Ｒ

波付硬質合成樹脂管

(ＦＥＰ150Φ)

（電気工事）

空調機ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ

（本工事）

（ ﾘﾓｺﾝ取付

・接続は本工事）

(FL+1,500)

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ 1ｺ用

①　集中リモコン

盤内部に設置

鍵付

②　スケジュールタイマー

③　ＯＮ－ＯＦＦコントローラー ×　　個４

盤表面に設置

板厚（函体、扉）1.6ｔ

指定色塗装

開き勝手は監督員の指示による。

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ 2ｺ用

既設照明ｽｲｯﾁ
（本工事）

換気ｽｲｯﾁ

（電気工事）

ﾒﾀﾓｰﾙA用

ﾒﾀﾓｰﾙA

（電気工事）

（支給品取付・接続は電気工事）

（スイッチは電気業者へ支給）

教室により廻りの器具との調和を図る 集中コントローラー盤参考図

盤内部に設置

ステンレス巻き

冷媒管

鋼製架台

Ｌ＝50Ｘ50Ｘ6

ｽﾃﾝﾚｽ製

樹脂管　VP100

モルタル充填

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ

Ｈ

オネジアンカーM-10

x２ヶ所

鋼製架台

ステンレス巻き

冷媒管

オネジアンカーM-10

外壁面Ｌ＝50Ｘ50Ｘ6

ｽﾃﾝﾚｽ製換気扇

ポリエチレンフィルム

液管　１０MM

ガス管　１０MM

保温厚

液管　１０MM

ガス管　１０MM

保温厚

ポリエチレンフィルム


